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i、.
H
業
に
ぉ
け
る
資
本
主
義
の
蓋
に
ぉ♦ぃて
、
遵
时
生
產
様
式
貧
資
本
制
生
產
様
式
へ
の
轉
化
の
、徑
路

-i:
rすれ
ば
小
營 

'業の
段
階
か
ら
マ' 二.ュフ
!7
>チ
ュ
ア
へ
の
段
赠
へ
の
資
本
制
生
產

(

產
業

^
^

)

の
展
開
が

#
^
的
で
急
漣
で
あ
る
か
、
改
良
的
で
緩?1 

て
あ
る力

.とい
ぅ
こ
と
は
、
そ
れ
と
と
も
に
形
，成
さ
れ
つ
ぐ
あ
る
値
凝
生
產
者

=

賃
勞
働
者
階
級
に
と
つ
、て
含
わ
め
-
て
重
要
な
意
味
を
も 

つ

.てい
る

。
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な
ぜ
な
ら*
は
"

封
建
的
生
產
樣
式
お
ょ
び
に
火
に
照
應
す
る
封
潘
的
ィ
デ
オ
口
ギ

1

め
淸
算
が
根
本
的
如
徹
底
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど 

そ
れ
は
穷
働
者
階̂
0

社
#

主
義
の
た
め
，の
キ
爭
に
と
つ
て
*>

益
々
好
都
合
な
彻
質
的
精
神
的
諸
條
件
を
、與
へ

.

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に 

.

反
し
て
，
逆
に
封
建
的
生
產
様
式
の
殘
存
が
資
本
制
生
產
の

#-

德
を
驵
止̂

か
つ
緩
慢
な
ら’
し
め
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
し
つ
、
あ
る
直
接 

牛
；產
塞
濟
的
文
化
的
政
治
的
謙
條
件
を
な
が
ぐ
脾
1

な
封
建
的
な
分
散
的
な
域
に
ら
な
ぎ
之
め
て
お
く
と
說
で
き
れ
ば
で
き
る
ほ
ど 

そ
れ
は
資*
^

階
級
に
と
つ
，て
益
々
有
利
で
あ
る
か
.

ら
だ
。

、
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'それ
ゆ
え

•マ
ル

>ス
は

办T

賓
本
論」

第
ー

1
1
卷
第
四
篇
第

『

一

‘斤|早0
&
>
で
提
起

4れ，た
封
建
的
生
產
樣
式
か
ら
資
本©]
'坐
產
様

.̂
,

::

へ

'の轉
1に
關
す
：
石
：
ニ
：
っ
&
«
路

0侧題
_這
1
_
祗

屬

餐

層

_

.す考
，
真

體

歷

史

的

條

件

ほ

關

愚

r:

ぞ
い
馨
點
か
右
み
德
涵
重

；̂

S

翦
點
を
⑴
州
す
れ
ば
.

， 

,

,

、‘「

封
姐
的
生
產
樣
式
ょ.1)

の
拙
轉
は
ニ
茁6

經
路
か
ら
な
さ
れ.
る
。

」

第 

1
「

业
座
奍
は
、1

上
の̂

物
經
濟
と
’中
世
的
都
僉
的
难
業
の
ッ
ソ
ス 

ト
的
に
統
合
さ
れ
た
手
エ
椠
赉
1

に
對
立
し
-て
商
人
と
な
ト
敦
本
家
に
な 

る
。
こ
れ
眞
に
茁
命
的
な
'

經
路
で
あ
る
。

」

 

,
'

笫
ニ
、
或
は
ま
た
商
人
取

M

接
に
坐
鹿
を
掌
扼
す
る
。
こ
の
猶
の
'

經
路
‘ 

は
へ
例
へ
ば
十
七
世
紀
の
ィ
ギ
リ
ス
織
物
商
が
獨
立
材
椠
豸
を
自
已
の
灾 

配
下
に
お
い
て
か
ら
に
亲
毛
を
販
资
し
か
れ
ら
か
ら
毛
織
物
を
購
‘
只
す
る 

，と
い
ぅ!
K

i

に
み
る
如
く〕

豚
此
的
.に
は
い
か
に
摧
轉
と
し
て
作
州
す
る 

と
は
い
え
、
そ
れ
，
| 4

身
に
お
い
て
は
舊
來
の
坐
淹
様
^̂.
茁
命
す
るも

の. 

で
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
を
保
在
し
}

行
！

d

の
前
提
と
じ
て
維
持
す
.

る
。
' 

か 

く
し
て
、
例
へ
ば
十
办
世
轺
の
ポ
葉
に
及
ん
で
も
佝
、

フ
ヲ
ン
，
ス
の
絹
，

H
:

 

^

ィ
ギ
リ
ス
の
オ
リ
叶
、ス
エ
業
及
レ

ー

ス
エ
‘自
に
扣
け
る
製
造
樂
_
ば 

多
く
は
單
に
躬
ル
念
製
造
業
者
た
る
に
.

ず
ぎ
ず
、
现
免
の
-

上
で
は
單̂
 

商
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

か
ル
は
掘
鱗
業
啬
た
ち
を
、し
て
鹆
來
め
分
散
的 

丨
な
化
方
で
穷
働
を
緻
行
せ
し
必
、
货
際
に
は
そ
の
^
人
た
ち
の
た
め
に
勞 

働
し
て‘
い
た
こ
扣&',

の
機
織
業
渚
だ
ち
の
上
に
'

商
人
占
し
てQ

支
配
だ 

け
を
行
っ
て
い.̂
に
す
ぎ
ぬ0

こ
か
行
き
方
，は
ど
こ
•

で
も
、
現̂

的
^
本 

楚
淹
方
決
の
妨
げ
と
，な
リ
、
现
找
的
资
本
制
也
庳
樣
式
の
妨
げ

‘

と
な'
:
 ̂

現
找
的
资
本
制/)•
难
樣
忒
の
，發.
奶
と
共
に
そ
れ
は
糜
姨/-
歸
す
る
。

そ̂
’

-

‘
•,,
-『

尤
敲

,-
史
敬
に
拍
か
：る
，3つ
の

.道J  ,
•

,フ
”
,
' は

坐
痖
揉
式
を
革
命
す
る
こ
と
な

く
..p

て
、
疯
接
也
產
莕
の
地
位
を
惡
化 

す
る
に
す"
ぎ
ず
1

か
れ
ら'
お
ば
资
本
の
も
と
に
战
摈
に
1̂®
せ
し
め
ら
れ 

て
い
る
人
々
ょ
リ
も
-ョ
リ
不
良
为
諸
條
件
の
卞
杞
立
つ
單
な
る
貨
微
努
俲 

潜—

，和
ょ
び
。フ
ロ
 

V

タ
リ
，ァI

ト
に
轉
化
し
、
菸
來
の
‘生
產
棒
式
を
迆
礎
と 

，し
て
か
れ
、
b

Q

刺
余
勞
働
を
占
有
す
る0」 

'

「

商
人
咖
遨
業
鸫
營
漪
に
な
レ
。
と
い
ぅ
ょ
リ
は
寧
ろ
手
エ
業
的
坪
に
農 

村
的
の
小
產
業
と
彼
け
身
の
，た
め
に
經
營
せ
し
め
る

0

他
方
に
は
ま
-た
生 

鹿
，教
が
商
人
に
な
るo

佩
へ
ば
機
綫
顧
方
が
商
人
か
ら
羊
毛
を
_少
铽
づ
つ 

.

供
給
さ'
れ
自
已
の
職
人
た|>
と
共
に
こ
れ
を
商
人
の
た
め(-
加
エ
す
る
こ 

と
2:-

や
め
て
、̂

ら
羊
毛
な
リ.̂
な
、リ
を
膦
質
し
て
、
製
造
じ
た
織
物
を 

商
人-
に
0

^

t

と
い
ぅ
如
遨
で
あ
る0

坐
座
士•
の
諸
架
黧
は
彼a

身
の 

職
贺
し
た
商
品
と
し
て
生
產
行
程
に
、入
る
。

.

而
し_
て
彼
、は
今
や
、
個
々
の 

商
人
な
リ
乂
は
，一
浴
の
^

^

た
ち
め
た
め
に
也
淹
す
る
o

で
は
な
く、
‘
^
 

業
耻
界
の
た
め
に
生
糜
す
る
、の
.

で‘
あ
る
.0
I

也
產
荞
が
彼
自
身
商
人
に
.

な
る
、
 

•

商
人
費
本
は
たv<
流
通
行
栉
尤
け
を
行
ぅ
も
め
と
な
る
。

'

本
來
、
商
業
は 

|
>

ン.
フ
ト
的
並
に
農
射
家
鹿
的
な
淹
業
及
封
珑
的
跷
業
を
ば
资
本
制
的
被
：，
 

營
に
轉
化
，せ
し
める

倐
作
で
が
つ1
0」

そ
れ
は
一
部
的
に
は
巫
摩
.

物
，
 

の-
た
め
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造
リ
出
す
こ
と
に.K
y

、

j

部
的
に
ほ
ま
た
新
た
な
；る
.
- 
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^

^

等
似
玄
造
リ
出
レ
、
‘

胤
た
だ
る
肢
料
及
ガ
助
成
林
料
と
也
糜
に
他
給
；
 

す
る
こ
と
に
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つ
て'/k
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ど
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に
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る
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及
办
世
'#

市
揚
を1
1:
:

的
と-
す
§..

と
こ.
ろ
，の
也
跑̂

い
ふ.
點
か
ら
，み
て>

ま
’

' 

最
初.
か
ら
商
翁
を
故
礎
と
せ
る
生
產
諸
部
門
が
開
始
さ
れ
る
あ
こ
y
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た
化
-̂

市
場
功
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を
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雜
ぜ
：A霖
1ー
输
歌
、.廉^
^术瓜
舊
黎
ぬ
藤
齡
歡
或
务
妨
ガ
メ
來
辦
從̂
 

を
解
體
せ
し
め
る
か
は
後
者‘の堅
固
さ
と
內
部
的
組
織
の
い
か
ん
に
か

〜

つ
て
い
る
し
ハ
そ
の
解
體
の
結
果
と
し
て
ど
ん
な
薪
ら
し
、
よ 

產
様
式
が
出
現
す
る
か
は
商
業.にか
、
わ
っ
て
い
る
の
で
な
く

'舊
來
の
生
產
様
式
そ
の
も
の
、
歷
史
的
性
質
に
か
>わ
？

い
る
か
ら 

だ
。

?:
と
厂
ば
、
古

代

.
界̂
に
お
い
で
は
商
業
の
發
達
は
奴
隸
制
生
産

i^

?:
ら
し
た
し
、，
近
袱
世
界
，に
お
い
て
は
そ
れ
は
資
本
制
生
鹿 

を
も
た
ら
し
た
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し
か
し
、
こ
の
ょ
ぅ
に
、
商
業
資
本
は
資
本
制
生
産
の
形
式
を
促
進
す
る
歷
史
的
前
提
條
件
で
あ
る
こ
と
'を
忘
れ
て
は

ら̂
し
い
。
す

;
:顏

.:
#

;

!薩

：管

：
«

|

^

^

1
1 :
:

-

あ
た
え
る
，こ
と
に
ょ
っ
て
、
產
業
資
本
の
前
提
條
怦
を
つ
く
り
出
寸
。
そ
れ
ゆ
え

*商
業
資
本
も
産
業
資
本
も
、
と
も̂'
價
値
を
增
殖
す 

る
資
本
と
し
て
同
型
の
經
搞
親
象
で
あ
、ダ
、
同
，じ
經
濟
法
則
に
服
す
る
の
で
倉
。
っ
ま
々
、

’商業
資
本
の

「

利
潤」

は
單
な
る「

掠
奪」

，
 

や「

僞
瞞」

で
な
ぐ
や
は
り
慎
値
法
則
を
前
提
と
じ
て
說
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
も
：か
、
は
ら
す
、
商
業
資
本
が

^/
業
資
本
の 

形
成
を「

pi
l止」

し
、「

反
動
的」

で
あ
る
か
の
や
ぅ
に
み
え
る
の
は
、
商
業
資
本
と
產
業
資
本
と
の
發
達
は
反
比
例
し

*足
っ
て
、

5 -
ム 

的
分
散
的
な
小
商

n
i
生
淹
の
段
階

(

小
規
棧
な
坐
產
と
こ
れ
に-照應
す
る
小
規
模
な
市
場.

)

い
て
ば
小
商
品
生
產=釋
業
資
本
に
對

、~ 

す
る
商
業
資
本
の

―濟
的
な
意
味
で
の

*倒
例
獨
占
的
な
支
配
が
ふ
る
わ
れ
、
そ
レ
ス
故
然
と
し
て
チ
ェ
乘
坐
產
の
技
衡
の
-卜
ビ
止
っ

.てい
る
マ
二
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ'T
の
段
階
に
い
て
は
產*资
本
は
小

:̂
を̂
ま
逐
す

.るこ
と
が
で
き
す
、_資
本
と
密
接
不
離
に
結
合
し' 

て
い
る
ナ
ら
で
あ
る
。
こ
の
ょ
う
な
強
業
資
本
の
未
發
達
，の
段
階
を
、
賃
發
働
と
資
本
と
い
う
對
立
か
ら
で
な
く

「
商
業
資
本
對
產
業

：

T

と
い
う
對
立
の
觀
點
か
ら
み
れ
、は
、
商
業
資
本
が
產
業
資
本
の
形
成
を
阻
此
す
る
か
の
ょ
う
に
兄
ぇ
て
く
る
の
は
當
然
で
あ

：̂-
。
....

. 

- 

,
:
, 

• 

/

一

1づの
道
の
問
題
は

•小
商
坐
產
者
の
孤
，立
的
分
散
的
な
生
產
乎
段
の
所̂
が

' 少
數
の
資
本
家
の

g

有
に
蘑
化
き
れ
、
勞
働
が
資 

本
の
下
に
從

«せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
ヒ<ょつ
て
、
勢
働
の
社
舍
化
と
生
產
手
段
の
集
精
と
が
お
し
す
、
め
ら
れ
、
し
た
が

•つて
社
#
主
義 

の
た

.
め

0'
£
#
件
が
つ
く
ら
れ
つ
、
あ
る
過
程
に
お
け
る
、
商
業
、資
本
の
n進涉J

的
な
役
割
を
こ
ぞ
問
題
と
し
て
い
る
。

マ
一
一
ュ
フ
ァ

:t
■曼
兩

炊

特

凝

營

ど

_經
赛
琢

.(0

.皱_
|
_
者
が
亂
業
資

_
_
數
贫
て
結

.
®
^

資
砵
と
が
密
接
艽
か
つ
不
可
分
に
結
合
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る

.が、
こ
の
資
本
制
生
產
の
、マ
二
，ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
へ
の
發
展
を

一

つ
の
國
圾

_
_
i
^
l
l

«
■
，

馨 
參

讓

翁

と
な
る
一
道

4が
絡
み
あ
つ
，
て
お
り
、
そ
の
緩
急
の
差
は
，あ
れ
"と
も
に
小
^
の
資
本
家
の
下
で
の
勞
働
の
社
會
化
と
生
產
手
段
の 

■«
稹
と
を
い
た
ら
し
，
大
エ
業
の.忆め
、
の
準
備
的
段
階
を’作リ
出
す

0 _

;

ヤ

奪

.
'
^
_
4

っ

€>
:道
必
間
題
轉

_響
妁

_民
議

佩

_
|
.
^
^

開
す
れ
ば
ゝ
一
國
に
お
け
る
資
本
主
義
の
繼
起
的
な
發
展
諸
段
階
の
推
移
の
テ
ン
ポ
の
性
質
に
關
す
る
問
題
で
あ
同
時
に

」

國
に
お
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こ
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)

：对
る

#
^
.
魏

の

的

苽

社

會

的

f

適
諸
派

*の
：歷

班
：：

細

康

■題
i
M
る
。

1蒙れ
免
#
髖
务 

と

Vう觀
點
か
ら
見
れ
ば
、f國
に

.おけ
る
資
本
主
義
の
段
階
の#戴
の
歷
史

'的特
質
、
と
く
に
マ-へュ.ス.ァ
ク
チ
ュ
ア
時
代
な
い
し
廣
汎

.  

..
に
マ
二
ュ
ス
ァ
ク
チ
ュ
ア
の^
#
せ
し
め
ら
れ
て
い
：：る^
^
^
が
に
お
い
て
遼
業
資
本
と
、商
霧
資
本
と(6
具
體
的
で
結
<
ロ
に
關
す
る
問
題
で
ー 

あ

-る。
そ
れ
ゆ
ぇ
、
マ‘二ュフ
，ァ
ク
チ
ュ
ア

，==

產
業
資
木
と

「

問
屋
制
家
内

.
工
業」

J商業
資
本
と

^
I
り
は
な
し
て
，

「

對
立j

せ
じ
ざ
て

r

大
塚I

史
，

,に
-ぉけ
;2
»

.

!:
ニ
っ
の
道

.

「

\
' 

''

'

，
ご

：.

：

-
/'
丨

、

ニ
ノ
四
七

.入
，五
ニ
ー
 D  

.
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较丨七

rr
.邮八
ン(

£
’
四)
,
,' 

J  
大

•史
mfc
1者
る

-

「T1

つ
か
逍 j  
,
へ
ム <

'
,
、
ノ T  >

», V  
パ 

„ 

.

;'?.

,,

7はな
ら
な
，い

”
、
.
■,
、'
,■/
、
'
 
パ

，：’
'
'
‘/ 
ノ 
‘
 
：
；.
.
.
,,.、

,さ
へ
ら
に
、
翁
取
薪
的
坐
產
廣
丈
の
社•
會
的
な
生
產
形
態
麻
關t'
.石调
題
を
、
捕
別
資
本
が
經
營
形
態
の
询
題
に
缓
小
化
し
て
は
な
ら

q 

い

-.
ot;
v 

‘
個
別
資
木
が
社

#總
資
本
の

|
,«|
成

'
部
分
で
あ
々

"後
者
が
前
者
，の
か>̂
'み
あ
い
か
ら
權
成
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
ぶ
に
お
.い
て 

個
別
資
本

.の經
督
形
態
が
資
本
制
坐
產
の
坐
產
形
態

_Q1

見
本
と
し
て

ら̂
ゎ
れ

‘る^；り
に
お
い
て
、
經
營
形
態
は
社
#
塑
忍
缺
を
も 

■つの
だ
。
マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク
チ
，ユ
ア
ば
、
先
行
的
な
段
階
で
あ
る
小
商
品
生
產
の
直

'

換
的
な
結

®で
あ
，る
。
だ
か
ら
、
二
つ
の
道
の
間
題
は
、

.直接
生

馨

t孤
立
的
な
分
散
的
な
小
，酿
品
生
產
者
が
マ
二
ユ
フ
ァ
、
ク
チ
ユ

5本
家
と
な
る
か
、
商
業
資
_

が
か
れ
ら
を
マ
二
ユ 

フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
の
權
成
部
分
七
し
ズ
從
屬
せ
，レ
め
て
ゆ
く
と
か

0间題
に
ほ
か
な
ら
ぬ。

I

，
阈
內
市
場
論
の
觀
，點
か
ら
こ
の
問
題
を

T
货
と
展
開
し
た

.レー
ニ
ン
，'によ
れ
ば
、
第
：一‘の道
は

-小
商
品
_

者
が
資
丧
豕
的
單
镖 

，

.業者
と

1̂
り
、
つ
ぎ
に
ぞ
れ
が
分
業
を
採
用
し
て
資
宠
豕
的
々
，

>
1
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
と
な
る
。

(

許

♦

)

レ
ー
ニ
ン
は
、
こ
の
マ
ニ‘ユフ
yク， 

チ
ユ
ア
を
、

「

典
型
的
資

^
^
的
マ
二
ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア

」
ま
た
は「

狹
義
の
マ

‘-

1;

ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ブ

J,

と
よ
ん
で
ゐ
る
。

(

許
ニ

：

)

,
.

第一1

の
道tr

小
商
品
生

.産者
に
對
す
る
商
業
廣
木
家
の
支
配
か
最
高
發
展
段
喈
で
あ
，る
，

「

資
木
就
家
內
勞
働

」

，
を
支
配
す
る
と
こ
ろ
.
；
 

の

"し
?:
>つ
て
事
赞
上
の
產
業
戴
本
と
に
轉
化
し
た
商
業
資
本
が
、' 
小

.商品
生
產
者
ね
ち
を
部
分
努
働
者
に
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
あ 

る
い
は
、

'商品
別
分
業
を
お
こ
な
は
し
め
る
こ
と
に
よ
つ.
て
、
全
體
と
し
て
デ
エ
業
生f分
業
と
を
技
術
的
基
礎
と
し
、1
^
1 

業
を
組
織
す
る
，場
合
で
あ
る0.
こ
の
場
合

-レ
ー
ニ
ン
は
か
、
る
全
體
、と
し
て
の
坐
產
徵
權
女
、

「

家
內
制
大
生
鹿

」

•

(

註
三〕

あ
る
い
は
；
 

「

そ
の
組
織
か
ら
見
れ.ば資
本
家
的
マ

」

一
ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
に
近
，いO
J

「

'たと
ぇ
小
作
業
場
か
ら
分
出
し
て
そ
れ
ら
を
支
配
す
る
大
作
業
場

- 

は
存
在
し
な
い
 
と
し
て
も
、
そ
の

> ゎ
办
に
，深
く
根
を
は
つ
た
分
業
と
部
分
罾㈣者カ
'̂
の
資
本
ぇ
の
完
全
な
從
恩

」「

部
分
勞
働
者
大
衆 

が

"
/
臂
沐
ぇ
完
全
に
從
屬
ぁ
し
め
ら
れ?:
複
雜
な
生
產
機
櫳

」(

站
四)

な

.どど
ょ
ん
だ

0こ
れ
ら
の
：
ー
っ
の
道^孩贫
は
、
た
が
い
に
か.

ら
み
あ
い
な
が
ら
、
マ
三
ユ
フ
ァ
ク
チ
、ユ
ア
段
階
に
お
け
る
、商
業
資
本
と
產
業
資
木
と
の
結
合
を
あ
ざ
や
か
に
表
示
し
て
い
を
の
で
あ
る
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な
お
、
右
の
笫
ニ
鬆
合
、
こ
の
や
う
な
商
業
資
本
の
小
商
品
生
產
者
に
對
す
る
窜
實
上
の
賃
勞
働
者
と
し
て
の
支
配
關
係
女
、
產
業 

資
本
の
繼
起
的
な
發
展
段
階
か
も
き
ザ
は
な
し
て
漠
然
と

「

問
屋
制
家
內
工
業

」

と
よ
び
、
こ
れ
を
小
營
業
や
マ

」

.

ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
と
異 

る
と
こ
ろ
の
產
業
資
本
の
特
殊’な發
展
段
糌

*生產
形
態
と
见
る
こ
と
は
誤
り_で嘀
る
。
產
業
資
本
の
發
達
と
い
，う
前
向
き
の
兄
地
か
ら

_
に

«畫
義

啟

疆

:̂
麗

だ

霞

が

領

_

義1覽
舊

_
_
^
^

對
す
る
商
業
資
本
の
か
、
る
支
配
は♦
'
こ
れ
を
金
體
と
し
て
み
れ
ば
ム
商
人
を
頂
點
と
す
る
家
、內
制
大
生
鹿
の
組
織
で
あ
る
。

ち

た

、
こ

.

.
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.

の
場
合

•產業
资
本
は
未
だ1封建
制

^胎内
か
ら
形
成
さ
れ
た
ば
か
り
の
原
始
的
な
狀
態
に
あ
り
、
從
っ
，て
野
蠻
ぶ
中
世
紀
的
諸
關
係
に 

よ
つ
て
か
ら
ま
れ

(

'チー
プ

•
レ
 

<
1
x
1

七
勞
働
者
の
土
經̂
濟
へ
の

.結合)

そ
れ
だ
け
に
搾
诹
の
眞
相
が
い
ん
ぺ
い
さ
れ
て
い
る
に
す 

ぎ
な

'い。
そ
し

.てこ
の
よ
う
な
段
階
に
お
い
て
は> 產
業
資
本
は
商
業
資
本
に
從
屬
せ
し
め
ら
れ
て
か
、
精
々
併
苻
し
つ
、
か
ら
み
あ
つ
、

:

へ

 
v.
'
'

-;.
-
v.
-.-
'
.-.

v '
-:.

.

V-
V 
■
■:,

'• '

. -■.
:,

、
-
> 
v-
'v.
v; 

.... 

。̂

ノ

：

 
:
■•,
■:.. 
一'.
'.
'.•

■■
■,〉

.

. :
;;
;

;■
'、，.

'
:.
:

•■'

て
い
る
も
め
だ

。
* 
 ̂

,> 

.

\
|
, 

, 

•

、
-./
'
' 
= 

' 

•
 
■

,

•‘

(

評〕

'ン-

•
 

-
'■
’五
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三
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、
三
九
六
、
五
五
ニ"芄六
四
、
五
六
六
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<

I
V
レ
ー

.
 一I

ン「

ロ
シ
ア
に
お
け
る^ホ屯
義
の
發
逵

J

沿
波
文
阳
版
、

ヱ
、‘ンゲ
ル
ス
，

「

仕
电

_題J

序
文

'
*
ス
ル
ー
リ
ン

「

レ
，丨
二
ン
、H*
義 

，
下
卷
一

11
六
丨
四
〇
贷

"̂1
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'
 
の
諸
调
題

」

ナ
，ゥ
ヵ
社
版
、.六11
丨
四
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な
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ニ
ノ
同
七
五
丄
ハ
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レ
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下
、
九
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貧

パ

.
‘，

.

三
、
レ

ー
」

1,
ン

4人段
の
农
と
は
河
ぞ-や

」

，：

1:
揚
社

'版、
三
七
四
、
ー11
七

，

\ •  

■
 

■
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.四
、

'マニ
ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
は
手X業的
生
產
を
技
術
的
基
礎
と
す
る
；が
ゆ
え
に
、
小
&
營
を
完
金
に
驅
逐
す
る
こ
と
が
出
來
す
、
、小
經

> 

I 

/
. 

.\1 

.
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J

l
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r

胬

'
及
び
家
內
勞
働
者
と
大^
!と'の並
#、
そ
の
結
び
目
と
し
て0商業
資
本
の
廣
汎
な
栉
在
こ'そが
マ
二
ユ
フ
ァ
、ク
チ
ユ
ア
時
代
の
^
質 

を
な

^
^る
”そ
れ
ゆ
え
，，'商®本
は

' マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
の
段
喈
に̂殊
故
資
本
と

^
^
^
と
の

取̂
關
係
‘
階

-̂
關
係
を
ィ

'

、
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大
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•ンペ
ィ
し

^
>ぅノ
だ
か
ら

"商
業
資
本
：^產
業

資

木

と

，
の
發
達
に

が

け

る

反

此

抓

の

法

阶

，
：

0
;
}
を
疋
し
く
把
む
こ
ど
は
、
こ
の
舉 

,‘取
關
筒
階
級
關
係
の
社
會
經
濟
的
內
故
を
捉
ぇ
る
た
め
ビ
重
要
な
の
だ

' ,

,'-

.-:' 

»
■
 

/ 

'
 

/
,

,
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-

小
商

I產
者
は
こ
の
場
合

Yは
や
決
し
て
翌
の
生
產
雰
は
な；

>  
こ
れ

.らの
r
i、f
產
業
資

s
f

「

製

讓

t商 

’業
資

_
の
事f:Q
實
勞
働
者
す
な
は

k r 家
灼
勞
働
者

」

と
な
つ
て
お
气
資

_的
.マ

，一ュフ
ァ
ク
チ
ュ
デ
の
不
可
缺
の

「

派
出
听
一 

'  

,と’な
つ
て
ぃ
る
か

. >

陬
屋
を
頂
點
と
す
る
，

「

、問
屋
制
家
內
エ
業

」

ら

1
«
成
部
分
と
な
つ
て
丨
ぃ
る
か
で
拿
。

.

,

,

ベ

I、
こ
の
場
合
、

f資
本
の
社

#.
的
雙
達
段
撕
が
マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
段
階
に
止
ま
つ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

I本
家
的
マ 

*  

tプァ
ク
チ
へ

r
_は
、
製

讓

•別屋
流
通
を

S
に
麓
せ
し
め
て
し
ま
ぅ
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
れ
ゆ
ぇ
.こ
I
,業資
.

本
と「

資
本
制
家

S働」

と
の
間
に
い
く
つ
か
の
商
業
資
本
が
介
.在
す
る
場
合
に
は
ソ
こ
れ
ら
の
商
人
が
材
料
の
分
配
を
す
る
潇
的

'
 

商
人
と6

て

-そ，の
か
ぎ

4.生
產
が
流
通
を
從
屬
せ
し
め
つ
、
如

る

繼

と

し

て

も

、

マ

a

ュ
フ
ァ
ク
チ
デ
時
代

Q

全
農
と
し 

,

■て
は
、
商
業
資
本
は
產
_

本
と
し
ゎ•
は
％
屑
を
な
ら
ベ
て.

f
支
配
し
，て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
，
マ
ニ
ュ
；

ク
，

5
4「派
出
所」

と

ノ 

•
-

し
て
の「

資
本
制

-
内̂
勞
働」

を
媒
介

.する
商
業r
資
本」

と

* 

fへ問
屋
制
家
灼
工
業

」

.

「

分
散
的

.マニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア、

」

0
1

と
，
多「

資
木
帯

&內
^
^
1
|
ヵ
ら
捧
取
-
^
た
乘
余
價
値
を
全
部
そ
の
ポ
ケ
ッ
十
に
入
れ
る
商

^D ；本
と
は
、j

m、
區
別
さ
れ

a.ま
な

、

ら
ぬ
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'

，
だ
か
ら
と
い
つ
て
：

「

マ
ニ rt ；

ノ 
/チ，ュ
ア

」

資

產

な

るも

の

は

、

必

す「

大

作

業

場

」
〔

狭
義
の
マ
ー
ー
ユ
フ
•アャ
チ
ユ
ア

〕

を
も
つ
て
い 

，
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と‘
は
力
ぎ
ら
な
、

製
造
家.供屋
が
、
技

術

的

萃

H
生
產
に
も
と
ち
い
て
部
参
働
もVは
製
品
別
分
業
を
織 

•

織
し
、
養

的

に

盡

と

，し
て
資
本
家
的
協
業
言
こ
な
つ
て
.い?^
f
:は、
，し
れ
は
マ
ュ
フ
ァ
へ
チ
ュ
ア
で
あ
る
。tる
マ

-

1  -

フ

ァ
■

ク
チ
ュ
ア
が

-商
人
？ 
ニ
シ
ア
チ

1
|機械
1採
用
す

»
と
に
ょ
っ
て

-、そ
の
ま

\
.大ェ
業
に
推
移
し、
商

人

が

大

工

變

卞

家
と
な

*るこ
と
に
な
つ
て
、
商#
*
^
{
豕
的
支
配
が
產
業
資
本
的
支
配
に
完
全
に
道
を
ゆ
ず
り
う
る
'こと
は
、
す
で
、
に
マ
ル
ク
ス
の
指'^

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(

例
、
ロ
ン
ド
ン
の
家
具
製•
造
業X

註

—*
.

0
。

わ
れ
わ
れ
は
か
つ
，で
こ'の.よ
う
な
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
時
代•
に
お
け
る
、
商
，
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業
資
木
を
頂
點
と
す
る
家
内
努
働
者
群
に
對
す
る
分
業
に
も
と
す
く

«業
を
、
典
型
的
マ
、
一
ュ
フ
ァ
ク
チ
，
ュ
ア
と
對
立
ぜ
し
.めて
、
分
散
，的'

な

-マニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る0
■
 

'

こ
！

に
、

I
I業
場

窘

I 

I
I
I
を
い

I
、
從

f
tれ
て
い
る

|(
親
方
•
職

人

)4
下
請
人
，
農
民

)

，は
、

ナ

ロ

ー
ド

」I

キ
に
七
つ
て
織
立
の
生
產
者
の
よ
う
に
見
え
、
か
れ
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
小
經
營

Q
傻
落
は
、ぐ.

の
ァ
い

”ズ
ム
梅
力
下
め
協
同
組
合
に
よ
つ
、
て
救
濟
し
う
る
と
考
へ
、
ッ
ァ

Jル
の
國
家
に
そ
の
救
濟
を
期
待
し
た0:;
ハ

i
pナロ
'丨'ド 

二
キ
は
、
か
、
る
全
體
と
し
て
の
關
係
に
お
い
て
形̂
さ
れ

7̂S
せ

•しー
ら
れ
、
、
つ
、
、
叔

る

資

本

、

i的
^.
®
、
努
辦
の
社
會
化
と
坐
產
手 

段
の
集
積
と
を
見
る
こ
と
が
出
來
せ
かo.
た
。
小
坐
產
者
が
商
品
經
濟
體
制
の
下
に
生
活
し
經
濟
を
營
ん
で
い
石
と
き
、
か
れ
ら

'は小
y 

ル
ジ
ョ
ア
で
あ
る
が
、
こ
の
小
ブ
ル
ジ
ョ

‘K

の
ィ
デ
オ
ロ
ー
グ
で
あ
る
ナ
：ロ.丨ド
二
キ
仗
、
市
^
に
對
す
る
小
生
產
の
關
係
は
小
坐
產
者
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を
必
然
的
且
つ
不
可
避
的
に
ブ
ル
.ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

bと
に
分
裂
せ
し
，め
る
こ
と
を
表
象
し
え
な
い
の
だ
.
0
こ
れ
に
反
し 

て
、
レ
ー〗！

ン
は
"
こ
の
よ
う
な
小
經
營
は
間
屋
や
大_場
を
頊
點
と
す
る
家
內
制
大
生
產
の
ー
權
成
部
分
で
あ
を
と
考
え

•こ
れ
を 

金
蹬
と
し
て
資

^M 的
性
質
を
も
，つ
生
產
機
襁
と
し
て
と
ら
え-そこ
に
大
資

iと
分
業
的
、に
組
織
さ
れ
た
事
實
上
の
勞
働
者
と
の
敵 

對
的
矛
盾
を
見

?:
。

.か
>る
生
逄
機

_は
"
ぶ
く
れ
じ
技
術
と
努
働
者
の
微
細
な
土
地
經
濟
え
の
結
合
を
特
徴
と
し

"資
自
的
支
配
の 

ほ
か

£尚
利
货
性
や
半
截
農
狗
小
作
制
度
や
野
蠻
な
勞
働
條
件
の
‘無
數
の
網
の
目
に

1̂
つ
て
ケ
き
ま
と
は
れ
て'お少
、
し
た
が
つ
て
、
资 

_的
捧
取
を
い
ん
べ

Vする
?:
め
に
を
つ
と
も
好
都
合
な
制
度
で
あ
る
。
そ
七
て
、
勞
働
者
階
級
の
經
濟
的
文
化
的
水
準
を
低
下
せ
し 

,め、
麻
治
的
組

•織、
結
集
を
孤

^分
散
せ
し
め
る
、點
に
お
い
て
も
資̂

^
に

.と•，つ
て
も
つ
と
も
好
都
ム

C

な
制
度
で

'ある
''o
ル
か
し

-̂
が
ら
、
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に
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，け
る
 

3

 

A

の 
5
,

 

r

 

. 
>
 

: 

'、：

1

五
'—:;

(

五
一
七〕

'
 

,
■



'、
,
:
:
:
'
,

、
大

ぞ

舞

i
.け
る >lj!f

‘
,
、：
パ

'：、
'ぐ

';
'
•
:
'
?

」

■
 
ニ 

'二il:"cib

八)

,
’

ゾ「
V

，'
'
'
か〜
る
生
產
機
糨
は
务
ベ
ま
I

杰

I
性
質
f

ち

.
し
た
'が
ら—

で
蔓
本
主
義
の
牙
盾
を
形
成
す
量
共
に
、
そ
の
歷
史
的
使
命
を
も
丨 

\
'

へ

、

つ
。
ず
な
は
ち
、
そ
れ
は
势
働
者
階
級
を
敎
育
し
、
訓
練
し
、
組
織
す
心
こ
A
J1C
-
ょ
つ
T
、
資
本
主
義
の
墓
掘
人
を
つ
く
0
出
す

.0
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靜
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三
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人
说
の
友
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四
四
七
頁
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|へ
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く
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五

"マ
ニ
ユ
フ
，ァ
クtア
の
段
階
に
お
い
で
廣
沉
に
利
用
さ
れ
、
.資
_的
捧
取
關
係
、
階
級
關
係
の
稃
在
を
い
ん
ぺ
い
す
る
と
こ
ろ 

I
'

-

の「

f本
艰
家
內
勞
働

J
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。

「

資
本
制
家
內
务
働

」

す
な
は
ち
、
資

^
^、に.ょ
ク
ズ
前
贷
さ
れ
た
材
料
を
出
來
高
拂
に
ょ 

了

ゾ

._'
つ
て
賃
加
エ
す
る
と
，
い
ふ
捧
取
形
態
财
、•
資
本
主
義
の
す
べ
て
’の
發
展
段
階.
に
鬼
う
，rれ
る
が
、
と
く
に
そ
れ
は
マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク
.チ
ユ
ア 

I
,

に
と
つ
て
篇
的
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は

V
第
'.
、
資
本
家
と
家
內
勞
働
者
の
あ
い
だ
に
極
め
て
•多
◊の
仲
介
人
が
存
在
し>'.
か

れ

ら

が

“

■  

W
大
企
讓
か
蟲
で
買
つ
て
小
賣
で
分
配
ず
る
こ
と
、
s
r現物
に

|
.支拂
が
お

.こな
は
れ
て
い
る
こ
と*第
三
、
.
非
董
的
勞
働 

\ 

V
,
'
,と
不
可
避
に
む
す
び
つ
ヤ
て
い
る
こ
と
，、
第
四
、
•勞働
日
が
極

.めて
長
い
こ
と
、
第
五
、
，
婦
人
、
少
年-兒童
等
の
チ
ー
ブ

•

レ
ー
べ
ー 

' 

、が
用
ひ
ら
れ
る
こ
と•散
六
、

12
接

'生鹿
者
が
土
地
と
の
聯
關>保
つ
て

-いる
た
め
勞
賃
が
樺
め
で@い
こ
と
、
第
七

*家
內
勞
動
者
が

..

:

H匁散
し
て
い
る
こ
と
^
八

 
> 家
势̂
働
者
の
分
散
と
仲
介
業
者
の
過
多
と
は
、
.高
利
^-
制
度
と
あ
ら
ゆ
る
ギ
の
人
身
的
識
屬‘
と
を
と
も
、

,
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.
な
う
こ
と

*等で
，あ
る
。
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つ
ぎ
に
家
袋
働
普

‘及の
諸
條
件
は
、
第
一
、
農
民
の
土
地
へ
の
緊
縛
、
第
：
一、
農
民
曆
の
分
解

-す
な
は
ち
、

一
、
自

已

の

勞

働

カ.

,
を
資
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
安
く
^
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
衆
的
な
農
村
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
存
在
、
ニ
、
勞
働
を
分
配 

一

、

,する
に

含

？

問
屋

Q

代
理
人Q

役
割
备
ず
る
に
充
分Iど
地
方
的
惠
圈
に
ょ
く
通
じ
て
い
る
富
農
の
存
在

(

E、
.
經
營
主 

ぐ

.\ 
/
,
や
貿
占
業
#
や
問
屋
が
同
時^富
-s
で
あ
る
こ

.とが
多
い)

第
三
、
資
本
主
義
に
よ
，つ
て
造
此
さ
れ
る
相
對
.的過
、剩
人
ロ
の
存
を
。

一
言

に
し

•てい
へ
は
、
廣
饥
な

「

チ
ー
ブ

•
レ
ー
バ
丨

」

の

1#
衣
で
あ

"る。
一

〕

，
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、

-、な
、お
、
マ
ル
ク
ス
は
々
ニ
ュ
7
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
生
產
物
の.木览
が
、

」

1程述
續
典
で

.ある
か
組
立
式
で
あ
る
が
に
ょ
つ
て
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マ
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フ
ァ
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-機的
マ
二
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
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例
へ
ば
ピ
ン
.
マ
ニ
ユ
フyク
チti

ヴ)

と
混
成
的
マ
二
ユ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
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■例
へ
ば
時
計
マ

-1

•ユ
フ 

アクチユハ

〕

に分けた。

、
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,右に
の
べ
た
混
成
的
マ
二
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
場
合
に
は
、
家
內
制
大
生
產
も
し
く
ゆ
分
裂
的
マ
二
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フ

7ク
チ
，.ュ
ア
が
組
織
さ
れ
や
す 

、ィ
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•第-一に
、
そ
の
工
程
が
組
立
式
で
あ
る
と
い
う
特
質
に
ょ
つ
て
、
第
ニ
に
主
と
し
て
チ

1ブ
*レ
‘1バ、1で
あ
る
こ
と
に
ょ
つ
て
。
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以
上
、
ニ
つ
の
道
は
、
そ
、の
い
づ
れ
の
經
路
が
?:
ゼ
ら
れ
る
に
せ
ょ

*強
業

^̂
至
義
は
發
達
す
る
と
い
う
前
向
き
の
問
題
と
し 

て
提
起
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
問
題
は
い
ず
れ
に
し
て
名
資
本
主
義
の
、
從
つ
て
'
,
資
，本
と
賃
努
働
と
の
湛
本
的
矛
盾
の
展
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が
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「

革
命
的
の
急
速
か
、
改
良
的
に
漸
次
的
か

」

と
い
う
ふ
う
に
提
出-され
て
い
る
。
で
冬
る
か
ら5-1
1
1
:
紀
的
諸
關
係
の
殘
存
や;̂
業
資
木
の 

網
の
！^が
»
_的搾
取
、、
勞
働
の
社#化
、
生
產
手
段
の
集
中
を
、
お
、
い
か
く
し
へ
て
い
、る
マ
ニ
ュ
フ
ァ
，ク
チ
ュ
ゾ

.
9
時
代
に
お
い
て
、

、

pi
?
p本と
®
^
資
本
と
の
密
接

^
を
こ
そ
分
祈
す
，べ
き
時
於
、、
兩
者
を.
f
は
な
し
て
對
立
せ
し
め
、
遗
業
資
本
は

「

進
歩
的」 

(

ー
丨
资
本
虫
義
の
歷
史
辦
俠
命'
匕
だ
が
商
業
資
本
は-̂
阻
止
的
し

‘であ
る

-̂
劳
え
つ
、
、
二
つ
の
道
の.開題
を

‘とら
え
、
こ
れ
を

r

資
本#

義 

，
の
藤
達
か
：ぞ
ル
と
嘉
本
屯
義
の
組
止
か

「

と
い
う
ふ
う
に
提
起
、し
て
は
い
け
ル
い
し,'
,なお
さ
ら
、

「

霞
的
茬
鹿
様
式
か
資_的
坐
，
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と
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う
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乜
、
レ

'h
f
v
は

-マル
グ
ス

CD
Mつ
'の道
の
理
論
を
、
國
與
經
濟IK
同
內
市
論
場
の
觀
點
か
ら
ョ
リ
具
體
化
し
、
、'こ
れ
を
マ
二
ュ
フ
ァ 

ゾ
チ
ュ
ブ
の

.發也
遞

'
程

の

.«
1
^る
-^
»'
と
し
て

.つか
ま
ぇ
た
。
し
か-こ
れ
は
、
レ
丄
ン
忆
ょ
つ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
段
主a々 -
革
命
の 

,域
上
に
お

る̂
農
民
問
題

-とい
う
ぶ
地
か
匁
定
式
化
さ
れ
か
つ
具
蹲
化
さ
队
た
、
農

#,
資
本
主
義
發
達
が
を
觀
时
な
可
能
な
道
と
し
て
の 

:

ニ
つ
の
經
路

"農
業
危
機
を

^
^
す
る
、た
め
の
ニ
つ
の
型
に
關
ず
る‘理論(

訧
一〕

か
ら
區
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ル
。
そ
れ
ゆ
ぇ
、
兩
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に
咸
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ず
る
の
は_で
ぁ
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'S
業
畫
力
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
進
化
に
か
ん
す
：る
二
つ
の
道
の

g

題
は
ノ
農
民
經
營
の
ブ
ル
、ジ
ョ
ア
化
を
先
頭
と
す
る
革
命
的 

に
し
て

速̂
な
か
つ

|̂
这
な
ア

,リ
ヵ
的
發
展
と
、4虫
か
ユ

.ン■
々
ル
經
營
を
先
厨
と
す
る
、、
改
良
的
ね
し
て
稷
^
な
か
つ
ぽ
接
组
產
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"
1
2
と
つ

.て‘苦難
に
み
ち
た
フ

a

シ
ブ
的
な
發
展
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の
間
，の
斗
维
と
し
て
、
し
た
が
つ
て
ま
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農
業
危
機
の
克
服
を
め
ぐ
る
農
民
的
農
業
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‘
革
命
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_革
命
と
地
主
的
土
地
革̂
と
の
、

.一、一
つ

.の型
の
間
の
敵
對
的
な
階
級
斗
爭
と
提
起
さ
れ
て
い
.る。
甜
連
咄
は
農
業
坐
糜 

を
土

fし
て
お
り
、
農

業

の

奢I產
手
段
で
ぁ
る
土
地
、
農
業
に
お
け
る
資
本
制
生
產
が
自
主
的
發

Iに
と
も
な
う
地

f金
農 

民
と
の
間
の
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二
つ
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道

=
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直
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權
ヵCD
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關
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と
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さ
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す
る
新
し
い
權 

力
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れ
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し
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络
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■

■
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に
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け
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ニ
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ア
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。
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坐
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湏
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ず
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麗
的
小
作
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濟
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し
て
國
民
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廣
汎
な

Iは
、
商
業
資
本
の
事
實
上
の
庫
業
資
本
へ
の
轉
化
の
經
路
と
形
態
と

.を8せ 

し

I
Pこの
逍
は
、
新
し
ぃ
生
產
様
式
を
つ
ぐ
り
出
さ
，な
■ぃで
、
つ
ね
に
鍵
な
高
利
贷
制
と
劣I勞
働
諸
條
件
と
を
滿
身
に
ま
-と 

、ぅ

て

ぃ

与
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?こ
の
場
合
ノ

一
國
に
お
け
る
豪
主
義
の
全
織
の
發
展
段
階
に
應
じ
ぃ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
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ァ
は
大
工

_本
、
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へ
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ら
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に
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.獨占
資
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從
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い
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に
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け
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；

t達
の

f ••.工
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に
お
け
る
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的
發
達
の
逍
と

『

十
九
世
紀
末
ロ
シ
ァ
こ
お
け
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を
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力
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力
力
つ
で 
>
た

此
處
で
も
全
く
同
樣
ボ
、
■.

商

讓

本

；
よ
び
高
響
資
本
ほ
生
產
唐
の
霸
の
®1

下
と
人
身
的1

の
每
化
‘匕

,の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
形
態
を
と
も
な.つて
、
生
產
資
本
と
結
合
し
て
い
る
。
彼
處
マ
沿̂
の
原
始

^
^
術

'>
截
礎
と
す
る
と
こ
ろ
の

,^
渡
的
順
度
が
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li
t紀に
わ
た
づ
で
保
存
さ
れ
、
そ
し
て
、
約
彐
ヤ
年
間
に
機
械
的
大
エ
業
に
ょ
つ
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さ
れ
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狀
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史
的
條
件
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賛
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產
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資
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し
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い
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商
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避
的
な
發
展
ブ
し
た
が
つ
て
マ
ー

I

ュ
ブ
ァ
ク
チ

.ュア
か
ら
大

'工業
の
■段
階
へ 

，こ
の
扣
ぅ
な
商^
^の支
配
を
消
滅
せ
し.成る
/0
澈
業
資
本
は
®
*
資
本
へ
從
屬
し
ノ
單
な
る
そ
の
工
ー
ジ
ュ
ン
ト
と
な 

る
。

R叭
え
、
大
工
業
の
敗
階
に
お.ける
産
業

f
5:o「

，外
業
部」

> し
て
の「

資
本
制
家
內
勞
働

」

と
、
；
マ
二
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
段
階 

に
お
け
る
問
屋
資
本
の
ー
襁
成
部
，分
と
ん
て
の

「

資
本
制I

豕
內
勞

~働」

と
は
區
別
さ

.れね
衩
な
ら
，な
い40
な
ぜ
な
ら
ば
、
た
と
へ
大
エ
業 

資
本
と
そ
の

-

「

外
業
部」

と
の
間
に
い
‘ぐ
つ
か
の
商
業
資
本

(
r
K
n

丨

ヵ
1

J

」

下
請
業
街

j‘r

製
造
樂」

な
ど)

が
企
在
オ

と̂
し
て
も

.も
は

. 

や
，

J,

れ

'らの商®;

本
は
、
マ
二
ュ
フ
ヴ
ク'
チ
ュ
ア
の
段
階
，に
お
い
，て
產
業
資
本
と
い
わ
ば
對
等
.に
結
合
し
て
.，い
る
や
で
な
べ

> 大
工
業
段

. 

階
に
お
げ
，る
產
業
資
本'の一
代
理
辟
に
す
ぎ
す
、
そ
の
剩
余
價
値
の
、一
部
を
平
均
利
，潤
の

|;
'
め
の
競
爭
へ
の
參
畫
ト
通
じ
て
摑
取
す
る
に 

す

.̂
Mい
.から
だ
。
大

H

業

の

段

階

、，に
お
.いて
は
生
產
は
流
通
を
屈
服
泔
し
め
る
か
ら
だ。
' 、'•
、
：

-
:

 

■

.

し
か
も

*
,
獨
占
资
本
の
既
滞
に
お
い
て■位、'
*
業
資
氺
す

も̂
、
金
融
資
本
に
猶
合
支
配
さ
れ
て
し.ま
;3
0わ
が
國
の
ょ
ぅ

1、半
射
、

r

六
塚.
T
li
¥

K
.

お
け
，る
，

「

ニ
つ
の
逍J 

-

ぐ
：
へ

V
/

1

,

，‘
’

一

五

七
£

3

0
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了
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M養
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錢

|

_

謙

；
薩

V I
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形
態
ゃ
-
產
|

囊

資

本

と

I

f

 

f

加

_

靈

1 ,
| !
! |
1 |

H

- :
そ
れ
が

i

フ
.ァ
ク
|

‘
や
大
工
業
の
段
階
•
形
f

|
產
_

本
の
，

「

外
業
部J.

そ

て

のr

資
本
l

e
 

。

れ
ぁ
い
、
全

fし
て
そ
れ
ぞ
れ
の
齋
業
諸
部
門
に
お
け
る
獨
占
資
本
の
產
の
_の
目
に
く
？

ま
^

、

,

Tい
1

1

1
こ
ろ
の
、
翌

的

I

散
的
な
小
f
 

i
者

‘
i

蠢

者

」

•
街

書

I

大
M
 

の
產
_

木
論
資
本
ダ
の
媒
介
を
通
じ
て
、奢
資

本

の

た
め
に
收
奪
さ
れ

,證
さ
れ
て
い
る
のI
者
る

」

0.
街

f 
J

、

」
-

(

ニ)  

• 

.

. 

. 

' 

資
！

義
の
基
本
的
矛
盾
に
對
す
る

〔「
大
塚」

暑

理

解

ヤ

歷

f

fた
ぃ
す
る
そ
の
態
度
と
、l
?
g
r
t

M

y

© o
m

„

l

 

t
 

.

f

-

5

1

.
 

r
v 

ミ

!

薦

本

制

生
 
f

_

p

,

H

u

農

ゅ

ぇ

‘ 

'

「

大
塚」

史
學
は
|

運
動
法
則
を
歷
史
的
生
f

內
在
す
る
對
立
物
の
斗
爭
と
し

中 

h

y

w

o

y

p

d

)

と 

f
l
'
f 

つ
て 

1

1

1

1

し
一
^

は

、
經
濟
學
の
I

か
身

木

制

I

產
業
I

發
展
に
對
し
て
i

s

地

(

I
 

I

 

p

「

p

j

p
論 

f

 

i

f

 

?

f

。

l

l

l

f

 

f
 

h

.(
一 )

さ
て「

大
塚」

史
學

w最近
に
お
け
石
、

「

前
期
的」

資
本
論
を
、っ
か
が'おう
。

4す
'氏
は

-いう——

.

、

t
:
.
:
.

:-
;
v
,

(

ŷ.
.

'

v

.̂

と
，規
定
し
た
と
す
る
な
ら
ば

『

i

』

の
存
茌
は

；
.
:*

人
類

.の歷
史
と
共
亿
古
い

」

0

,『ア
ジ
ア
的

』

な
る
資
本
ぐ
亦
見
出
さ
れ
る

」r

卽

^
^
，此
蛋
に
お
け
^
酞
會
の
經
濟
襌
造
の
令
發
達
段
階
は
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
特
殊
歷
史
的
な
性
格 

に
耀
す
る
所
の

『

資
本』

Wも
.、つ

」

。
’ 

• 

.

マ
ッ
ク
ス

•ゥェ
^
-
パ
ー
は「

中
世
封
建
社
會
に
お
い
！

ま
た
資
本
の®が
極
め
て
明
ら
か
に'

『

封
建
的』

な
る
も
の

.0
形
成
と
維
持
を
指
向

:-:
點
私
徽
返泡
持

暮
て
制

*へ^ :
.
還

嚴

き

謹

鲁

>就
靠

_
龙
ス#
遵

«繼
翁
に

^

近
に
、
け
石
硏
究
が^
1の存
往
と
活

1)
'が封
建
的
土
地
所
省
の
進
展
を'ばガ
强
く
推
、し
迆
め
且
つ
，封
建
的
土
地
所
有
の
崩
壊
に
際
し
て
は
そ
う 

.
-
し
た『

1』

も
亦
こ
れ
と
運
命
を
共
に
し
つ
つ
沒
落
の
途
を
别
つ
て
ゐ
る
と
い
，う
史
實
を
興
味
深
く
敎
へ
て
い
る
。

』 

•

、(

ニ〕
「

そ
れ
ぞ
れ
の
發
展
段
階
の
鮮
つ

『

免
本』

、の
歷
史
的
性
热
を
で^るだ
け
芷
確
に
、把
捏1
>
る
，に
は

>/「

第

1-は歷
史
的
史
贺
的
に
そ
れ
ぞ 

_斯
の

議̂

'̂
歷
史
的
性
撕
变

_免
£
:
把
搔

^
%
赞
な
电
で
：ぁ

.るみ̂
第

-:

.法則
を
ば一

般
に
規
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
實
は
へ

」

う
し
た
觀
點
か
ら
す
る
な
ら
ば
凡
そ
：

『

資
本』

と
ょ
！

\̂1
っ
る
も
の
は
、

I

方
に
お
け
る
近
代•

で

養

、̂：：傷
斯
_

撕

嘗

暮
€
:

ぐ
：：！

1

_

>

1
藤

獲

代

隨

ー■
素

-̂
對
l
;i.
■
■方
所
へ
導-
籠

獲

馨

氣

：：

メ

眷

憑

霸

的

ぽ

出

分

ゼ

铌

明

し

：
て
鉍
が
.
： 

¥

:§
寒

ぬ
_ 蒙

I
 藤

の
■

期

的

暫

^

^

證

:

性」

带
大
新
聞
ー
九
四«?

七
ふ
號〕

、

*

■

 

X
 

.
 

^
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-:
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■に
お
い
て
、

_氏片
第
一
に
：

J

前
期
的」

*本
は
前
貧
本

p

社

#の
泄
界
史
に
ぶ
；
社̂
會
經
濟

_成
の
繼S

的

条

®? 段
踏
^
存 

在
し
，

T

社
會
學
的
理
論
に

J

各
發
達
免
階
に
お
け
、t『資
本
：

1

の
運
動
法
則
を
，ば

」

#的
.
忆
規
定
す
る

」

と
い

.ふ觀
點
に
立
づ
夂
，資
本

ih ^ ti1- 迫I
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♦ U ぶ
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• i
l
l
'
s
i
i
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;
,
>
y
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へ
'」
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:
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-
六 
0 

s
s /

は』

r
l的j

資
本(

肩

資

本

Jび
利̂
贷
資
本

5‘
と「

I代
的」

資
本(

產

嘗

本)

I
-一大
別
名
れ
る
こ
と
、
第
一H「

な 

聚j
資
本
は「

近
代
的」

資
本
と6

別
朝

°.「

靈

法

則」

-をも
.つこ
と

"をめ
べ

-̂
ぃ
る

0つ
ま

' 
こ
こ
？

つ
，と
も
重 

い
は
，
氏
が「

I學
的
现
論
的

」

に『

前
期
的」

I

「

着

法

則」

■を「

一
般
故
に
,

し
、,る、
と
の
ベ
て
ぃ
る
點u
o;
ま 

P 

.
氏
は

‘
，

重

の

經

濟

學」

-的見
地
と「

儀
の
經
濟
學」

■的見
地
と
を
混
同
し
、.前者
を

.か
ら

fは
な
し
て
、
對
立
さ
せ
て

^
y
o 

f 

’ 

, V、 

• 

f 

i 

I
t 

* 

....

し
去

5o

換
言
す
れ
ば

、
n
i
-f
f
l的
資
本」(
商
業

'*
*本
.•
高

麗

•資木
，

)

は

i業
資
本=

資
本
制

|妒
前
の

f g ；

る
階

f 
f
す 

;
•
>
?
こ
れ
ら

2嬰
本
制
的 

成
に
わ
た
つ

•てI
す
る

I
Iつ
と

い

う

の̂

^

ベ

f —VV

す

赛

，の
發

1法
則
は
一
定
の
肩
殊S
成

®
‘
に
固
有
な
も
の
で

tパ
そ
の
法
則
は
當
該
社
會
權
成
體 

の
下

I成
と

‘して
の

|様
式

ハ

書

と

簾

I
統J  )

に

霜

す

I本
的
矛

f齧
力
と
し
て

S麗
す
f

こ
ろ
の 

t
i
o奠

4制
生

,|
式

の

窬

は

、
耆
の
規
模
に
，お

け

ぎ

ぎ

の_
上
に
お
け
る
唐
過

I反
Wで
f
、
：|
' 

の
戦
役
經
濟
、
農

§-
|經濟
.
•
.
加

H
l
l
i
f
雪

で

f
。：
立
に
泯
し
て
、
釦
本
制
生
產
の
法
則
は、
 ̂

糅
式
の
不

S
Iと
i
lの無
制
限
'的

摘

大

る

。
そ
し
て
卜
商
品
資
本
制
盡
"
塵

資

本

に

が

有

の

麗

法

則

は

篇

" 

i韻
格
法
則
で
あ
り
、4、
產
業
資
本
と

..
商
業
資
，本
と

I く
筒
型
の
經

*的現象である。
ペ
ペ
ノ

 
■ 

'

J
r
h
l
、

f
ぃ
つ
て
、
氏
の
ぃ
ゎ
ゅ
る

「

前
期
的

.
r

資
本
のri

j

な
運
動
法
則

Iこ
う

。
氏
は
ぃ

、

f

 

'

•r
l的」

業
の
運
動
法
則
は
、
左
の
す
べ
て
の
點
で
產
業
資
本
の

そ

れ

と

對

立

す

る

。

-

,

、

_

第I

，

「

近

^
^
な
そ
れ
と
異
つ
て
广
資
本
の
坐
產
過
程
を
有2/
し
居
ら
な
ぃ

。
」

、
. 

i 

:  ...

'.:1,…

,て
_
_
0
讀

む

有5

ず

し

黎

づ

囊

膚

t
f
'
事

I

Iら
う
。
而
し

.蓮
過

程

撻

t
f 

f
す

aィは
、

m

i

l

.
卽
ち
價
値
以
下
に
貧
つ
て
蜃
以
上£
fとぃ
ふ
.プ
ロ
セ
微

外
で
ぼ
マ
可
能
で
あ
る^も瞭
か
で
あ
ら
う
。'前期
的
寰
本
如
存
在
し11
.つ自
己
增
殖
の
活
動
を
行
う
の
は
、
ま
さ
し
く
-
*
こ

7/
し
た
_

價
交
換
の 

地
盤
の
上
に
於
て
な.ので
あ
る

。

j  f

近
代
以
前
の
發
展I階
に
お

.ける
坐
塵
力
の
低
さ
、
そ
の^灌の
故
果
と
し
て
の
交i
^の量
の
少
さ
と
交
，
 

亂

|の
衆
發
達

>.
更
忆
又
こ
う
し
た
生
產
力
の
低
さ
に̂

®
す

Aif
c
w
g
關
係
か

'ら^I す
る
所
の
商
品
流
通
に
樹
す
る
諸
種
の
妨
害

—
3

贼

. 

，海
贼
を
は
じ
め
關
所•，道路
强
制
等
に
至
る
ま
で
の

——

の
結
果
と
し
て
地
域
的
に
も
時
間
的
に
も
價
格
は
極
め
て
偶
然
的
に
決
定
さ
れ
、

.
1.

市
場T

. 

價
値
法
則
，は
到
底
實
規
し
う
る
可
能
性
な\そ
の
結
果
と
し
て
絕
え
ず
非
等
價
の
交
換
が
行
わ
れ
る

plr

卽
ち

®
^則( 等
價
突
换
：.へ：の
.
^

が
、
坐
產
力
の
低
位
と
そ
沁
にiず
ん
經
濟
的
な
諸
制
約
の
做
に
、
，自
已
を1せ
ん
と
し
て
而
も
の̂
實
現
を
妨
げ
ら
れ
て-1
>ると
い
，
ふ
勝
れ
て 

假
定
的
な

i
>こ夕
し
た
も
の
こ
ぞ
前
期
的
資
本
が
利
调
を
獲
得
す
る
た
か
に
不
可
缺
な
前

i件
で
あ
つ
て
、
と
う
し
た
地
靡
の
土
に
そ
れ
は
、 

涯
以
卞
に
買
つ
て
僵
以
上
に;®
を
と
い
ふ
非
等
價
交
換
に
よ
つ
て
：
流
通
過
程
か
ら
利
潤
を
抽
出
す
义
。

」

か
乂
る
意
味
で
の
前
期
的
資
本
の
活
動
：
 

け
、

「

經
濟
的
で
似
な
く
む
し
ろ
經
濟
外
的
强
制
な
る
歷
史
的̂^
を
は
ら
ん
で
い
る

J"'  

:■  

.

.
第
二

.、

f

前
期
的
資
本

&、趿
い
は
ァ

Wァ的
な
或
い
ば
奴
隸
制
的
な
肩
い
；

tf

封

_的な
、
と
も
か
く
虛
代
以
前
的
な
坐
售
過
榨
に
.お
い
て
作
出
さ
れ 

る
と
こ
ろ
の
難
坐
塵

f

を
ば
、
非
等
傻
交
換
の
流
通
機
櫞
を
通0"て
貨
幣
形
態
で
獲
顧
木
る
ゆ
で
あ
る
，。

」
「

■
期

I本
は
目

i有
の
生
產
過 ̂

を
有
つ
の
で
は
な
，ぐ、
.'

む
し
ん
近
代
以
前
の

——

.T
ジ

r的で
あ
れ
奴
雜
制
：

g

で
，あ

&建
的
、で
あ
れ

_^5

諸

^式の
上
に
寄
坐
し
、
そ
う
し
た 

坐
產
過
樺
に
お
い
て^
^
各
れ
た
と
と
ろ
，
の
餘
剩
生
塵
物
を
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く
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あ
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。
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近
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寶
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簏
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得
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濟
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さ
れ
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鸯
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に

?：
い
し
て
-
.
後

考 

ヵ
こ
れ
を
も

/0
,てし
な
し
こ
と
に
必
る
。
第
三
、

「

前
期
的」
資
本
は
興
え
ら
れ
装
產A式
に

.̂
-生す
る
ば
か
り
で
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し
い
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し
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つ
く
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さ
な
い
。
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れ
ゆ
え
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反
動
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f
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.たし
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抓
期
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資
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1
1
0
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密
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美
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す
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？

資
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條
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蒙
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を
維
持
し
よ
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と
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め
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第
四
、
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ど
、
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史
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れ
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格
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濟
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」
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史
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で
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さ
て
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右
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か
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と
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般
的
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濟
現
象
で
ぁ
る'こと
を
观
解
レ
な
い
。
だ
か
ら"商業
利

*を
單
な
る「
商
略」

:
w
一

「

欺

匪

^
¥
_
_

紙
_
强

制

^
_

. 

.

.

.

.

.

.

.

.
• 

• 

• 

• 

• 

• 

•■-
•■:
.
 

.
1
.
.'
.
. 

' 

- 

- 

-
. 

.

.

.
-
,
. 

\
.
.
. 

•

名

小

服

賫

の

祖

差

震

，
利
潤
名
引
影
出
衡

&

吃
截
を
：_紀
教̂
ゼ

■泡
生

產

偷

の

實

人̂
盤
質

■は
.商品
交
換

©̂
^̂
^

, 

-

, 

-

，

- 

, 

•

に
よ
つ
て
行
わ
れ

fぃ
！

と
を
前
提
叶
てI
の
形
成

t
i
l
l
ぬ
。
小
商
品
生
者̂
に
た
い
ず
る
 

1本
の
支
配

は
こ
の
よ
う
、な
顧
觀
的
原
因1分
散g

な
小
販
賣
に
た
い
す
る
大
量
的
な
大
販
賣
の
純
經
濟
的
優
越
性

I f
と

中
い
.
て
う
ち
立
て 

ら
れ
る

.の炎
。『

こ
の
經
濟
的
腺
因

,0
み
が
商
業
資
本
が
實
際
に
お
レ
，て
取
り
か
つ
極
め
て
ぁ
々
ふ
れ
た
詐
欺

\不
斷
に
ぞ
の
^
か
に
お 

い
て
兄
受
け
ら
れ
る

(

こ
の
こ
と

.はな
ん
ら
疑
う
佘
地
が
な
い

〕

-と
3
4
の
、

M々
雜
多
の
形
態
を
理
解
す
る
れ
め
の
鍵
を
與
え
う
る
の
で
あ 

る
.0
ご

れ

と

反

對

の

態

度

を

と
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第
！

•商業
资
本
お
よ
び
高
利
贷
資
本
ば
歷
史
的
に
は
產
業
資
本
の
成
立
に
先
珩
し
、
論
迴
的
に
は
遽
業
賓
本
の
成
立
の
た
め
の
不
可 

缺
な
條
件
で
あ
る
が
、.それ
自
體
と

P

て
は
商
業

.
•
高
利
貨
資
本
は
產

1本
の
成
交
の
た
め

(6
充
分
な
條
仲
で
は
な
い
。
そ
れ
は
舊
來 

の
生
鹿

|
|
^
を
ほ
身
く
す
す
が
い
こ
れ
にV、へ
る
に
新
し
い
資
的
生
產
様
式
を
も
つ
て
す
る•
も
の
で
は
な
、く" 
の
成
立
に
歷
史

<6
發
蜃
階
七
考

_が
れ

W諸f

情
に

%辱
.る認
贫

輪

^̂
^

第
三
、
商
業
資
本
の
獨
立
的
發
展
は
資
自
的
生
淹
の
發
展
の
程
度
に

.逆比
例
す
る
、
す
な
わ
ち
、
献
業
資
本
お1.
び
.高
利
貨
資
本
の 

發
展
が
强
け
れ
ば
强
い
ほ
ど
、
產
業̂味(=

資
本
家
的
生
產

)

の
發
展
は
ま
す

1す
弱
い
、’そし
tその
逆

•はま
た
逆
で
あ
る
。

大
塚
氏
に
よ
つ
て
し
め
し
ぱ
引
用
さ
れ
々
么
こ
ろ
の

「

商
人
資
本

'にか
ん
す
る
歷
史
的
項̂」

の
章
に
お
い
て

( 「

資
本
論」

第
三
卷
第
四 

篇
笫
ニ
十

S右
の
理
論
的
命
題
之
ス
に

「

逆
比
例」

，
の
法
則
を
、,ョー
a
lにお
け
る
蜜
ホ
矹
生
產
の
繼
起
吣
段
階1達
と
い
ぅ
世 

界
史
的
觀
點
か
ら
實
證
し
て
い
る0 

- 

■ 

, 

■ 

/ 

/ 

1
'

f 

. 

.... 

. 

い

：.'.
..:；
.. 

. - 

.... 

. 

• 

. 

. 
:-
•-• 

*. 

. 

• 

■
•••
■»'.
.•
'.•... 

.-•••« 

- 

• 

. 

.., 

•: 

+ 

• 

• 

-I 

•• 

.
1
1
>

. 

■••
 
J
- 

... 

• .:i. 
, 

.... 
-
 . 

: 

J; 

....

;■
'、卽
ち
第
一
に
農
史
的
に
資
本
制
生
產
が
嚙
だ
マ
ニ
ユ
ブ
ァ
ク
チ
ユ
，ア

-

に
も
達
し
な
い
極
め
て
低4段階
に
お
い
丈

|
|
*
本
が
獨
占
的
に
發1^、 

で
の
法
則
が

「

歴
史
的
も
つ
と
も
著
し
く
規
わ
れ
て
い
る

j

窜
例
と
し
て
、■との
段
階
に
お
け
る
ヴ
ヱ
ニ
ス
人
、
ジ
工
ネ
バ
入
、
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
八 

」

の「

仲
立
ち
商
樂

」

•が、
經
濟
的
に
朱
發
達
な
諸
共
メ
仲
間
，の
坐
塵
物

5：
,媒介
し
、
生
產
園
の
爾
方
か
ら
搾
取
す
る
こ
と
に
よ
ひ
で
主
嚶
ゲ
利
滴
を
あ

.

げ
た
が
、
と
れ
ら
の^
!
取
民
族
の
經

i發
達
が
進
む
！

2

比
例
し
て

‘、讓
の
獨
占〔

讓
そ
れ
自
身
の
存
花

•as

民
族
の

® 

•
商
.業
的
富 

-‘1 般
が
滅
亡
し
た
こ
と
を
あ
げ
て
ゐ
る
。

en
、

ニ
八
七
页

〕 

、-

•' 

:  

、
 

第

)

1

に

”マ
ル
ク
ス
は

「

逆
比
例」

の
双
趴
を

4良本
制
生
產

0仳
界
史
的
な
で
ー.
ユ
フ

7ク
チn

ア
段
階
と
の
關
連
に
お
い
て
，考

¥る
か
。
こ 

れ
に
よ
れ
ば

~十5£
世
紀
中

!
^
の
地
理
上
の
諸
發
見
划'来の
顧

I本
の
急
速
な
發
展
；

*

商

®の
大

f、
他
、界
市
場
の
突
如
た
る
擴
大

t̂
-
p
通
諸
商 

校

.品の
倍
增
や
ア
ジ
ア
の
諸
產
物
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
資
源
’を掌
握
し

-̂
い
っ
と
オ
る3.
1ロ
>'
>
.
パ
諸
國
民
制
の
^

^

や
植
民
制
货
な
ゼ
が
生
產
の
封
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>
,
的

I
Iの破
:̂
に
本
賓
的

1貢献
>'#
い

^
^
&
{

の
封
建
的

|
^
^
の
敗
碎
に

-
^
的
な
貢
献
を
行
い
、-此-
0̂;
封
建
的
生
產

_式か
ら
資
本
制
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要
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代
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^
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近
产
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様
式I

f

又

の

は

、
漁
業I

囊
t

l

f

春
い
て
い
，る
の
で
あ
るQ

同
、

_

s

_

_

顏

疆

響

I

れ
た
4

だ
。(

ミ

で
i

,

、

す
で
に
マ5
 

^

ュ

げ

藝

の

上

に|

( 

市
极
念
か
ら
み
あ
い
を
指
摘
し
、
，資
本
的
I

のI
d

.

 

m

擎

I

場
と
、
產
業
資
本
が
主
導
す
る

： 

商_

 

本 
I

,

本
I

 

る 
'

i

 

t

 

T

i

l

I I
H

諸

i

FI
p

場

■

;

I

舊
の
徹
底
的
な
解I

資
本
制
生
；產
樣
式
を
急
速
、
I

展
ぜ
し
め
た
か
ら
だ
。

支
配
.

^

商_

民̂

るr
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こ
にU

け
るI

的
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I

量
的
に
商
業
資
本I

f

の

下

に

震

す

る

に

至

る
I

瓦
；*。U

H

y

の
^

^

、
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大
工,

、
！
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ま

で
I

な
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還
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そ
の
商i

も
つ
て
扩
場
を
征
服
す
る
。
商
業
は
い
ま
や
產 

ク
ス
は
、
こ
の
よ
う
に

「

逆
it

例」

の

法

則

を

翳

濟

的

麗

と

し

て

說

明

し

た

の

で
I

-

I

I
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に
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ロ

シ

ア

の

國

民

經

濟

的

統

一
、
'

大

工

業

の

た

め
l

a

市

場

の

形f

程

と
い

ぅ
規

點
か

ら

、ァ
I

 

け

る

資

本

制

生

遼

の

繼

起

的

發

展

段

階

と

の

關

連

に

お

ぃ

ゼ

\右

の

諸

命

題

を

ヨ

リ

一
脣

具

體

化

し

だ。.
,

_
11
1

_

_
疆

酬11
麗

_
羅

疆

麗

業
資
木
を
分
出
せ
し
め
て
い
る
こ
と
を
實
證
し
た
。

、

‘

そ

し

て

：
！
シ
ア
に
，お

い

て

は

商

業

：

•

高
利
貨
資
本
は
產
業
資
木
と
結
合
し
て
い
る
か
、
そ
れ
は
舊
來
の
生
產

'»
式
を
ほ
り
ぐ
す
し
つ
，

Zその
代
り
に
資
素
的
组
產
様
式
も
し
く
は
何
か
他
の
も
の
を
招
來
し
て
い
る
か
と
い
う
角
度

.tらノ
マ
ル
ク
ス
.の
菡
本
的
命
題
を
ロ
ケ 

ア
に

®用
し

?:
。

.そし
て

"笫
^に農
民
が
坐
產
を
籠
ず
る
た
め
に
勞
働
力
を
購
貨
じ
よ
う

(

產
業
資
本

〕

と
土
地
、

.雜货
，•.
大
麻
•
乾 

草

•家畜(

商
藥
钱

^

o

も
し

◊は
貨
幣(

高
利
货
资
本

〕

を
取
引
し
よ
う
と
、
か
れ
ら
は
ぞ
れ
自
身
同

1

の
經
濟
的
類
型
を
示'0
、
を
の
業

一
繁

_统
_疆
義

,泰
_霞
_
■
■薩
—塞
_
_
_
顏

^

手
に
お
け
る
資
本
は
に̂
ヵ
バ
ラ
ィ
と
高
利
货
業
と
し
て
機
能
す
名
に
此
ま
ら̂

集
座
へ
も
投
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
を'
示
し
た

0換
言 

す
れ
ば
、-‘
資
衣
は

_ロシ
ア
に
お
い
て
舉
に
腐
業
上
尚
利
貸
資
，本
と
し
て
の
み
_
1
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レ
た
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‘つ’て全
農
民
は
單
に
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氣
迫」

せ
し
め
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れ
た
齊
一
的
な
獄
型

(

例
へ
ば

V「窮
拟」

せ
し
め
ら
れ
た

「

屮
農

I零
細

W作農
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•一般
W.
と
し
て

■現ゎ
.れ、
■商人
•
高
利
贷
は
全
農
段
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聞
に
お
、，.て
貨
幣
的
財
產
の
大
さ
に
よ
つ
で
區
州
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れ
る
に
す
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な
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も
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で
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し
て
お

^
^
し
た
が
つ
て
全
農
民»は
單
に
分
化
レ
て
い
る
の
でく̂
階

^
^
に
分
解
し
て
お

.
り
、

.その
生
逾
の
大
さ
や
組
織
か
ら
い
つ*
 

て
も
他

^農民
か
ら
區
別
さ
て̂
い
る
こ
と
を
實
證
し
た
。
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し
て
商
業
が
备
村
を
都
市
に
接
近
せ
し
め•、村
必
小
寶
商
の
獨
泣
的
地
位
を
爆
破
し
つ
つ
、
高
狐
贷
を
發
展
す
れ
ば
す
る
程
騮
遂
し
つ
つ 

規
則
正
し
い

#-
用
形
態
が
，發
展
す
れ
ば
す
る
程-»
農
民
層
の
分
解
が
ぃ
，’よ
い±'
廣
く
か
つ
深
く
進
む
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富
農
の
資
本
は
ル
取
引
.
高
利
贷 

業
か
ら
放
出
せ
ら
れ
てY
ま
す
ま
す
大
規
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坐
產
へ
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れ
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實
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？
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ミ

す

る

「

篇

ー

ミ

て1

,

に

止

タ「

ク

ず

‘
磨

_
t商

離

し

、
.
し

着

「

？

、
I

.
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.

み

-るこ
と
に
よ
つ
て
、

一
汸
で
は
大
經
營
と
小
經
營
と
の
間
の
.、'.
他
方
で
は
商
業
廣
本
と
產
業
資
本
と'の間
、の
聯
關
を
い
ん
ぺ
い
し
で
し

.
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,大塚」

史
擧
は
、
氏
自
ら
指̂
摘
す
る
よ
、^に
.'
*
' 

r

ル
げ
ス
の
こ
つ
の
道
の
理
論
を:

「

杏
敗
的
な
規
定

」

.
(

訪

1.〕
と
よ
びv

こ
れ
に
た 

い

し

て.1,

國
に
お
け
る
資

$ー
義
の
發
達
を
具
體
的
に.
つ

.かむ
た
め
の

^p 論
，的

蒙̂
あ
た
え
て
い
る
。
そ
れ
は
ノ

「

大
塚」
史
學
の 

八

_系
を
賓
く
と

i
^
の
、

'基#的
な
方
法
と
つ̂

.尤い
る
？
そ
れ
ゆ
え

V

以
上

嫁」

史
學
の
迦
論
例
把
握
、
歷
史
的
具
观
化
が
芷
し
い
か
否
か
、
撤
底
的
か
系
か
は

>この
史
學
の
金
體
系
に
が
、
ゎ
る
时
題
な
の
で
あ
る
。 

'、一…

，
氏
は
食
建
ま
坐
產
！

I

式
か
ら
資
本
制
生
產
様
式
へ'の.轉化
.を..

F

前
期
的i*

* 1
か

.ら產
業
資
本へ
の
轉
化
.と
い
ぅ
ふ
ぅ
に
捉
え
つ

つ

い

；
.
ノ

-
 ̂

:■

IV 

.. 

-  

V
.
:
' 

. 

'
 

' 

,
v 

…

,

/
.
h
:
- 

,
1

-V:. 。

：
へ...

.パ
 

......  

-  

■■
/

〔

湔

溝

_け
,蜜產
，
へ
め
噴
込
み
&

生

產

耆

め

從

微

f e
'

^

產
過
程』

を
含
む
こ
と
に
よ
つ

4 」
、

あ
る
い
は

 

'

『

本
來
の
、

〔

塵
業〕

資
本
の

■形
態』

を
あ
玄
す
所
な
く
含
む
、

」

と
に
よ
つ
て
、
範
疇
的
推
轉
を
と 

. 

'け：名
の
で
あ.る;0
.ムか
,̂
>.
ば

.こ.れは
い
か
な
る
形
態
の
，下|い
1
#
わ
か
名

.ので
あ
る
が
。.汰づ
汾

^にじ
て
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を

」|

大
別
、
卽

I

議

膽

s
s
®
-:
:
a
:證

墟

S逆
■■ !

'

餅

.
デ

_挺
1猜
1っ
_
1
 ̂

i 

- 

,

,
 

_ 

,
 

' 

.  

* 

 ̂

V 

:
r

/
 

> - 
* 

• 

• 

«

'
，
一
，
，

す
に

5用
>
た
所
で
擬̂

證

、

..
，封
觉

.的生
產
様
武
か
ら
資
本
制
生
產
様̂へ，
.

^

發

著

S
Q
;
歷

史

的

者

に

か

ん

す

る

，
マ

ル

ク

ス

•

‘

V，一
yf
の
、

F
十：！

典

的」

理

論c

大
駁
氏

}を、
な
に

H
す
、

「

前
期
的
資
本 

の
肩
業
資
本
へ

-の轉
化」

;5
'-«
の
經
路
に
す
り
か4て
し
ま
ぅ

0
1
マ
ル
ク
ス
-

〕

.
レ
ーー
ぐ
ノに
あ
つ
て
ー
は
封
雜
制
生
靡
と
資
本
制
生
產
と 

，の
、

_史
的

1く
相
異
る
發
展
法
則'
を
ぎ
っ
ニ
イ

0檎起
％
な

當

#
#
の
間
忆

_期
的
な
，7轉化」

が
行
ゎ

t 

,o

そ
れ
ゆ
え

* -こ

f

 

大

嫁」

史̂

に

ゼ

け

る
^

ー̂

の
道」

.
'

ャ'

」

.

：

、

、
：

，

：
，' 

,

,

,

. 

一.
上
、*
,
P
:

V
'
1

、-E
H

五
ノ



'

S

汉茂ocs
'*：'； r. ニバ

.
‘「

大
塚i

史
學
に

'おけ
る

-

「

ニ
つ
の
道
い

：

, 

パ

パ

.；J 、

七

a
ハ
五
三
六

)

、
‘

,

,の「

轉
化」
の

麗

は

、

广
般
的
に
，は
、
生
產
様
成

：

•階
係

•國象
權
力

.̂
ふ
く
む

^

I

社
#
~
權
成
體
の

「

社

會

革

命

一が
急
速
に

7, 

ゎ
れ
る
か
變
に
行
ゎ
，れ
る
か
の̂題
で
あ
り
、
抑
殊•的に
は
、
封
建
制
め
胎
內
に
お
い
て
良
生
的
に
形
成
さ
れ
る
資
本
制
生
產
様
文
が 

1
< 

i
速
に̂

^

^
^
形
^
で̂

七

.ォ^ヵ
殺
慢

_に.改良
的

な

形

態

：で
_行ゎ
れ
る

>̂
の
：.間題
__で
あ
ノ
る.1。_
こ
._の
、
— I

轉
化」

.

.

.

.
は
，''

I'.

方
で
は

1!
^
*
^ ̂

展
に
ぉ
け
る
坐
關̂
係
の
飛
耀
で

4>
ひ
、
他
方
で
は
坐
，產-カの
中
に
內

|-
间
的
な
繼
起
的
な
關
連
を
も.つて
い
る
。

'この
歡

化

.
發
展
の
肢 

動
力
は

.生產
-

Q

內
部
に
ひ
そ
む
矛®で
あ
る
。，

、

.‘ 

，r  
‘ 

、
 

、

上
こ
ろ
が
ブ
塚
に̂
あ
；つ

'て.は..|.

轉
价
如

*^
...

「

#期
.6;
>
.

」

：

..
資
本

.，：

(

流
通

.

〉

>
.
產
業
資
本

'

(

生
產〕

：.
と
の
：間

_に行
ゎ
れ
る
。
氏
に
ょ
れ
ば 

r

前
期
的j

資
本

^
H
ら
の「

經
濟
外
强
制
的

」

發
展
法
則
を
も
つ
の
で
あ
る
か
ら
、

「

前
，期
的」

資
木
讥
こ
れ
と
全
く
別
個
な

「

經
碑
的」 

潑
展
法
則
に
支
配
さ
れ
る
產
業
資
本
へ

r
轉
化
す
る
必
然
性

」

、を
も
つ
の
だ
。■

「

前
肌
的
；

j

資
本
と
か「

ア

‘ンシ
ャ
ン

•*
レ
ジ
ー
ム

」

と
ド 

は

•氏に
ょ
つ
て
私
只
の

一

社
會

ff
成
體」
で
あ
る
力
の
ょ
、フ
に
表
象
さ
れ
て
い
る
が
、
、そ
れ
は
敎
述
す
る
や
、

r

へ
に
、
資
木
主
義
が
十2い 

乎
ユ
業
的
技
術
を
驻
礎
と
し
て
立
つ
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
無
數
の
中
世
紀

.的諸
關
係
に
ょ
つ

.てか
ら
ま
れ
て
い
る
原.始亂
段
階
，

(

坨
が 

、
十
年
餅
に
い
，力

か

る

「

初
期
资
本
中
；
義

J)

を
意

す̂
る
の
だ
。
し
か
し
、
流
通=
£
前
別
饰」

資
本
と
生
產

=產
業
資
本
と
の
，
間

に

は

”
餞

起

的 

な
關
聯
性
は

#在
し
な
ぃ
。
兩
者
は
ぞ^v れ
別
個
の
發
展
法
則f
つ
も
の
で
は
な
ぃ
。
巯
通
の
運
動
を
規
矩
し

〜

性
格
づ
け
る
，も
の 

は
坐
產
體

.劭の
基
本
矛
盾
で
あ
^
遝
動
法
則
に
ほ
か
な
ら
勺
そ
し
孓
流
通
は
む
し

^-
こ

の

矛

腾

を

い

ん

ぺ

い

し

て

し

ま

ぅ

。

,

. 

^
^爆测
_
1遷

1
_:1
1摩
1
#
1
_

_

養
 

級

に

る

取̂
關
係
と
い
ふ
世
界
史
的
な
全
機
織
的
な
觀
點
か
ら
、
產
業
資
本
を
捉
ぇ
る
こ
と
が
で

'きす
、> 〕

れ
を
個
肌

1?
水
»
薛

利
の
：

,
め̂
の「

經
、營
形
態

」

に
矮

小
化
す
る
。
そ
し
て

*小商
品
生
產
者
な
い
し
マ
|ー

 
ュ
フ
ァ
ク
チ
ム
ア
資_す
なi

ち
氏
の
い
ゎ
ゆ
る 

,

「

坐
產
的
生
產
者

-1
_の兑
地
に
と
ら
わ
れ
，

V

が
趴
え
に
、、
產

業

廣

木

を

-«
勞
働
、
で

は

な

く

商

業

資

本

に

「

對
立
.

」

さ

せ

て

し

ま3
。

そ

こ

琢
：はm

f

弄̂

■

ァ

ネ

チ

：ュ

i

アy
.
.
,

 f

間

>

の
資̂

c

が

「

營
利」

を
追
究
す
る?:
め
の
手
段
で
あ
り
、

「

經
營
形
態1
,

に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
す
な
ゎ
ち
、
氏
は
い
、フ

一
 ̂

\
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V
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.

わ
れ
，る
場
冶
に
は'、「

前
期
的
贫
求
家
が
、r

■

商
品
の
販
路
を
獨
立
小
坐
產
者

一

^

ギ
ル
ド
の
親
方
で
あ
れ
、

職
人
で
あ
れ
1

ま
た
農
民
で
あ
れ、
.

大
職
廣
に
お
い
て
營
ま
れ
ず
し
て
、
各
家
內
x '
i

の
所
有
に
か
、
る
、
農
村
乃
至
ギルI

來
丨
のi

に
お
い
て.
分
散
的
に
遂
行
さ
*

こ
と
で
あ 

,

る
。
第'
ニ
、
資
本
家
がrt
接

に『

素
面』

■

の
產I

本
家
と
し
て
あ
ら
わ
れ
，ず
し
て
V

L

應
商I

W

本
家
と
し
て
各
家
內
エ®

に
對
立
し——

も
つ 

と
も
犯
ん
だ
形
態
に
て
も^
—

绝
產
手
段〔

原
料
お
ょ
び
道
具〕

，';が
前
節
な
る
形
で
供
給
せ5̂れ
る
こ
と
で
あ
る」

(
*

同
、
三
四
茛〕

。
な
、お「

こ
の

:
V:」

;M

ム
義
座
馨
實.
が

嘗

务s

故
ば
；於r

灯
は
结
讀
ーg

業」

が
成
立
し
ぅ
る
へ
こ
の
場
合
に
は
本
来
の
マ
ニ
ュ
ワ
ァ
ク
チ
ェ
ア
に

「

逝
逝」

し
て
い
る
。
第
—

、

と

く

に

、都

市

め

「

家

內

エ

，®」

ギ

ル

ド

親 

方
の
職
場
の
規
模
が
擴
大
さ
れ
て
、

f

獨
立'
性」

を
恢
復
し
マ
一
一
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
資
本
家
と
な
る
場
合

(

ィ
ギ
リ
ス
や
ォ-7
ン
ダ
の
羊
毛
亇
業

〕

と
、 

¥

卷
め̂
:

1

靈

靡

を

恢

復

先

ず

後

^

「

费

汗

趣
 

.

「

か
か
は
舊
來
の
坐
產
方
法
を
む
し
ろ
自
己
の
存
在
か
前
提
條
件
と
し
て
維
持
す
み
姻
向
を
も
つ

」

。.
だ
か
‘

ら

r

眞
の
資
本
家
的
生
產

〔

マ
ニ
ュ
フ
ァ 

$
r
r

ア•

エ
敏〕

の
發
達
に
し
た
：が
つ
て
廢
滅
に
鼢
せ
ね

.

ば
な
ら
な
い0

卽

ち『

問
屋I

商
人
自
身
が
マ
ニ
ュフ

ァ
^

デ
ュ
ア
所
有
者
とな

る
か
、

あ
る
い
は
先
述q

如
く
そ
の
中
に
ば
ら
ま
れ
た

『

初
期
の
マ•
ニ
ュ
フ
ァ
ク.
チ
ュ
ア』

が
か
X

る
&

を
，破
壞
す
る
に
至
る
力
で
あ
る
j

o

そ
ぅ
で
な
い 

P

と
、「

苗
汗
制
度」

•

と
し
て
殘
存
す
る^

同̂

ー
ニ
七
丨
-
三

八

頁

ゾ

.

- 

、
、

.

.

第1
1

の

形

態

は

「

マ
ン
！
ュ
.
フ

ァ

グ

チ

ュ

T/」

で
あ
る
。
氏
に
，ょ
れ
ば
、

「

こ
れ
が
眞
に_
_

^

^

形
態
、
屢
の
資
本
，家
的
生
產
方
法
で
あ
る

」

0

「

問̂

,制家
內
工
業

」

士
對
此
し

b爆合
の
特
質
は
、
第
一‘、範
疇
と
し
て
の
，rM-
勞
働」

-
.
の
成
立
、

-簦一、「

資
宋

*の
所
有
に
か
、
ゐ
一
職
場
に
お
け
る
協
：
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證

醫

る
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丨
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, 

, 
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r 
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"い丨
、

-V ,,一 
い-l -七

ニ ；

べ
革
三
八

0/

フ
ァ

i
^
l
f 
f
し
て
、
霧

資

本

家

的

- 

.:
J
 

ノ 

/ 

*
: 

■ 

■ 

、
，
 

： 

ノ 

，：

. 

こ

て
. 

-

へ
-

H、，右
のS

に
よ
つ
て
も七
か
る
よ
う
に次

塚

要

あ
り

.ては
o
f鬱
は

、
和

互

錳

立

し

霸

す
f

の
と
考
I

れ
C

、 

る
。
も
と

Iノ
氏

Iつ
て
は
囊

H

i
本
と
は
、

Iは
I'れ
て
社
交
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
がI
こ
；
こ

H 

ハ
の
歸

I
t
。
f、
g
s
. 

I

f

f
產
業
資
本

"進
歩
が
、
し

た

^;
つ

Pた
1

1

 ̂

、
A::
n
:.
t

z
"
1
か
と
ぃ
！

う
に
提
出
さ
れ
る
。
し
か
し-い
ま
わ
れ
わ
れ
に
と
？

'
屋
と
な
つ
て
い
る
ひ 

.は
了M

フ
ァ
ク
チ
ユ
ア

Q
Sに相
異
る
重
の
經
路
で
あ
る
。
ニ
つSは
共
に
•、
資
本
制塵

様

式

の

形

成

、

マ
，
，
一
，

フ

/

?

ア

f  
jbi
b
f
^
o
r
i
o

「

進
歩」

に
通
す
る
。
す

’なわ
ち
、、
生
產
手
段
の
孤
立
的
分
敗
的
な
零
細
私
有
は
少
數
の
資
_

の
所

有
に
轉
ィ
せ
じ
め
ら
れ
、
塵
の
レ
の
社
會
化
が
；
tす
、
め
ら
れ

-勞
働
者
階
級
に
よ
る|主
義
の
七
め
の
物
質
的.精神
的
諸
條

#. 

'
が
つ
く
ら
れ
る
。

 

f
 

.
 

.

.••、

•とこ
-6
て
ー
一I

ユ
フ
ク
チ
ユ
ア
の
基
本
的
翁
の
一
つ
は
、
產
業
資
本
と
商
業
資
本
と
容
接
な
結
合
と
い

3ご
と
だ0 .

羽
者
の
發
達 

は
反
比
例
す
る

I業
資
本
の
霞

i
fい
う
前
向

I見
地
に
立
つ
：と

5小
營
業
の
段
階
に
お
い
S

產
業

|
1し
て

1 

•
I憲倒
的

に

支

.配し
、

I
.ユフ
ァ
ク
チ
ユ
アI
で

I

I

Iお
り
、
大
工

I露

Sい
て
は
產
業

_
. 

I資
本

I
己
の
法
則
の
下
に
屈
服
せ
し
め
る
。
い

气

「

大
塚」

|
の
前
に
は
產
業
資
本
主
義
の

「

序
說」

•

「

鐘

」

を
求
明

す

る
 

と
い

I
fあ
た
ぇ
ら
れ
て
い
る

0

つ
ま
及
、

.達資
本

と

商

業

資

本

と

の

麗

、
，

.產業
資

が̂
い
ま
だ
乎
エ
業
的
技
術
の
上
に
‘立
ス 

て
い
る
が
ゆ
ぇ
に
商
業
資
本
に.よつ
で
い
ん
べ
い
さ
れ
て
，い
る
貨
勞
働
と
資
本
と
の
■對
立
が
ぱ
く
ろ
さ
れ
な
け
れ
ば

な

ら

な

い

。
し
か
る 

.に「火
塚」

，泰

は

、

7つ
か
く
豐

f資
料
を

fし
Iら
、
階

級

馨

I地
に
立
つ
マ
ル
ク

KQ

理
論
を
方
法
論
；
；
し

て

嘗

名
せ
す
に
、•商
^
^木“

「

問
屋P

家
內
工
業」

と
產

_木=, 「

マ

'

ii

ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア

」

と
を
身
り
は
な
し

.
「

對
立」

さ
奶
て
し
：^、フ
。 

そ
し
て
、
マ
ル
クJの「

ニ
つ
の
道」

の
理
論
の「

例
外」

を
發
見
す
る

。
.
 

.

.

四
、

'產業
資
本
ど
商
議
本
と
の
反
比
例"マ
二
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア.の發
展
段
階

•'
經
满
權
造
に
於
け
を
兩
者
の
綠
合
、
，
共
に
資
本
主
義 

.

を
歷

.史的

.にお
し
す
、
め
る
ニ
つ
の
道
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の

■ 「十：！

典

的」

理

論

を

、
右

の1う
、に
誤
解
し
な
が
^
、
大
塚
氏
は
き
り 

は
な
し
た
こ
つ
の
道
と
形
態
と
を
つ
ぎ
の
ょ
う
に

「

組
合」

が
る
。
す
な
は
ち
、
氏
は
い
う

__

'
( 

.
f

前
期
的
資
本
の

§*本
へ

.の疆
&右の
ニ
形
態
を
龙
つ
が
、.か>る推
轉
を
と
げ
る
道
も
ず
た
ニ
つ
の
方
向
を
も
つ
て
卜
る̂4、四一
S
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玟
は
こ
、

:e
、
突
然
漸
人
识
事
賢
上
の
產
業
資
本
家
に
な?>
-道(

っ
ま
リ
ノ
が
の
い
わ
ゆ
る

「

前
期
的
费
本

'の，產
業
資
私
へ
の
推
轉1_
,の
0と

!-.,'...
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生
產
者
が
商
人
と
々
る
道
と
の*'
つ
ま
り
、
マ
ル
ク
ス
が
指
摘
し.てい
る
ニ
つ
，の
逍
と
を
想
起̂

,
る

0.
そ
し
て
、
つ

^ける
、「

こ
の
推

.
1
^
.
:
こ，
-
•
- 

.
.*
•
.
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V
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て.
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.

轉
の

11
っ
の
道
に
％

い
て
、

ぃ
ず
れ
，
の
歡
合
に
も
；、

『

醫

制

家

ft
工
業』

お
ょ
び『

マ
、ニ
ュ
フ
ァ
グ
チ
ュ
ア

』

の
い
か
か5

か
き
卜
い
採
り 

う
る」

、

(

同
、—

傍
點
は
醤)

と
い
、フ
の

,
.し■から
ば
：

rKl

o1
の
道」

：「

こ
つ
の
败

’態い
の
間
題
は
い
づ
れ
で
、も'̂
5
い
と
い
、っ
こ
と
に 

,な
^
*そ，の
方
浪
的

意
！！

は
見
炎
わ
れ
て
し
ま
う
,0
.
,」

.

.
：： 

’
、;•
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.
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,•
 
マ4  n

フ
ァ
ク
チ
ュ
テ
は
一
零
い
ぇ
ば
、分
業
に

』

と
す
く
協
業
發
生
か
ら
い
ぇ
ば
'
いわゆる小營業の段皆の

•■•
..'
、 
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■.、
.■■、
に
-...-..-,..
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底
接
的
必
肩
的
結
艰
で
ぁ
るAそ
し

.て"H 翁
装
お
け
み
資
木
主
義
が
こ
の
小
營
業
麗
階
か̂
マ
二
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
ひ
段
®
に
發
展
す
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る
場

^

T

こ

4の
_經路
が

/¥
能
で
ぁ
る
。.一—

は
、
若
干

0勞
«:
者
を
有
す
る
作
業
場'
が
徐
カ

‘にそ
0內
部
に
分
業
令
採
用0-

_

 ̂

、
內
的
览
，業

は

最

靭

，
の
分
業
だ

—、
そ
の
結
果
ハ
資‘本家
的
單

^
^が資
本
家
的
マ

-

〖

ユ
，フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
に
轉
化
す
石

,0

こ
れ
仁
對
し
て 

.他
の̂

人̂
ヵ
襄
實
上

40
產

^
&
,
本
家
に
な
る
經
路
が
あ
る0マルクスのヒひ指摘はいレ

-トニ
ン
ょ
ネ
，
ロ
シ
で
の
資
料
に
も
と
す 

;\
い
て
ー
赝
具
體
北
ざ>1
た
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'る「

ニ
つ
の
逍
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,
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.

,i
 

>
 

^
 

f 
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,

,公
？
業
者(
農
民)

^絕
ぇ
坤
そ
の
中
が
ら
買
占
人
？=
^
業
資
本
々
分
出
す
、る
？
氣
人
は
農
民
層
の
財
產
分
化

(

個
々
入
の

‘掌中
•
に

^け
' 

る
自

.山な
資
企
形
成

)

>-
前
提
し
い
か
つ

-小
商
品
也
產
の
分
散
性.翌件
と
獷
大
各
れ

-る市
場
と
の

.矛;|
¥紅
解
狄
す
る
も
の'とし
て

/1
 ̂

ヾ

'現1る
。
商
業
資
本
，は
小
營
業
を
小
販
寶
に
對
す
、孔
大
販
賣
の

‘優越
卜
い
う
純
經
濟
例
法
則
に
も
と
す
い
て
支
配
ず
る
.0
.商業
資
本
の
小

.

が
：繼

1屢
1|
ー
讓

1顏
1:
.顏
;1
1
_
:
奮

1論
1
^

.買入
れ
る
こ
之

.であ
る
、
こ
の
場
合*多
く
は
商
人
は
地
方

Q

習
的
質
占
人
で
あ
り
、
買
人
價
格
兮
む
や
み
にa下げ
る
。
择
ニ
の
，形 

態
は
高
利
議
と
の
結
合
と
侦
務
者
の
愦
攀
に
對
す
る
人
身
的
隸
屬
、

i一、の
Sは
營

に?:
い
し
て
い
ろ
い
ろ
な
商
品
で
支
拂
う

。
操

導
.灌

通

膽

垂

■
鐵

潔

■
必
繼
他
：
_
浓
.撕

寒

證

雞

，

_

&

?

^

歷

漏

:̂
:
暴

か

に
ょ
つ
て
遂
行
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
な
お
こ
の
場
合*小商
品
生
產
者
は
製
ロ
叫
市
場
か
ら.のみ
で
な
く
股
料
市
場
か
ら&遞
斷
^
れ
て 

し
ま
う
。
笫
五
の
最
高
の
形
態
は
原
粋
そ
の
他
を
小
商
nrr
n生请
者
に

^S し
て
賃
加
工
さ
せ
る
と
こ
ろ
の••

「

資
本
制
家
內
勞
動

」

の

㈤
” 

で
あ
る
。
そも

f -

商
業
資
本
と
產
業
資
本.どの
相
違
は
、
前
者
が

if  

利
潤
を
得
て
販
賣
す
る
ね
め
に

買
入
れ
る

‘
に

た

い
 

し
、
後
，者

は

商

品

を

加

工

さ

れ

た

形

で

贩

■賢す
る
た
め
に
商
品

C
原
料
そ
の

‘他•熒俲
力〕

を
買
入
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
と'ころ
e
r
第
見
の 

形
態
は•

小
商
品
生
流
者
は
自
宰
で
，資
木
家
の
た
め
に
働
く
事
實
上

の

賃
勞
働
者
と
な
る- ?
こ
の
ょ
う
に
商V
,を
頂
點
と
す
る

.

「

資

^
 ̂

的
家2

勞
働」

は
小
營
業
の
段
階
に
お
い
て
も
散
在
的
に
み
ら
れ
る
が
マ
-ーュ
フ
ァ
グ
チ
ュ
ア
の
段
喈
ニ
お
い
て
廣
ん
に
聚
甩
さ

—

る
。

さ
て
、
か
、
る
最

i

咼
段
階
に
達
し
た
商_木
が
、

'これ
ら
の
’小
營
業
者
を
し
て
部
分
勞
做
あ
ト
い
は
製
品
別
分
業
を
行
わ
し
め
る
ょ 

う
に
な
れ
ば
、
ぞ
の
商
人
が
分
業
を
と
も
な
う
大
作
業
場
を
も
と
、つ
と
も
つ

い̂

‘と* 

_
と
し
て
の
坐
齡
鞲
は
商
人1̂
顶
點
と
す
る 

分
業
に
も
と
ず
く

S
と
い
う
わ
，け
に
な
る
。
た
こ
に
、
廳
が
事
賢
上
の
塵
資
本
家
に
な
る
と
い
う
經
路
が

あ
る
。

ン

‘

‘
，
.'_ 

M
U
.

で
'，:F.

认
凝」

裏

+銮

い

商

業

資

本

の

「
進
歩」

%
で
あ
A

世
界
市
場
名
目
的
と

-
•

: 

■.
.
.••
;
.
.
.

.... 

i 

>
-
i
.
.
-
. 

.... 

•
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•
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.- 

J
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.

.

.

. 

• 

■

す
る
生
產
と
い
、フ
點
か
ら
出
發
し
て
も
、
ま
た:|
1
1
:
界
市
場

^
^
來
る
生
產
諸
條

^
0
も
つ

1始め
る
と
か

'う點
か

.ら'̂
發

1>
:てぢ
，いす

.

れ
の
道
を

?:
ど
つ
て
，も
、
は
じ
め
か
ら
商
業
を
蕺
礎
と
す
る
生
產
諸
部
門
が
開
始
さ
れ
る
レ
い
う
こ

だ̂

0
_ 

...  

•

.する
iハ據
の1

っ
は
、

「

資
本
猶j

の
つ
ぎ
の
有
名
な
諸
指
摘
で
あ
る
。

 

.

.

.

. 

:./
■■

「

資
本
が
商
人
資
本
と
し
て
獨
立
優
邊
に
發
達
す
る
こ
と
は
、
坐
產
が
資
本
の
下

'̂

德
屬
せ
し
め
ら
れ
な
い
と
と
、
換
言
す
れ
ば
、
議
が
一
つ
の 

.

外
衆
的
な
、
そ
れ
自
身
か
ら
獨
立
し
た
#

!

^

坐
產
形
態
の
截
礎
の
上
に
發
達
す
る
淨
七
、
意
味
を
等
し
う
し
，て
や
る

0
 

P

れ

故

、
.
商

人

資

本

の

獨 

,

立
せ
る
發
達
は
蕃
の
！
般
盼
な
經
濟
的
I

達
•

と
逆
比
例
す
る」

，CT

資
本
論」

、
，第
三
卷
、
下
卷'、
ニ

八

妄〕

0

こ
れ
を
產
_

本
の
發
展
と
い
ふ 

'

题
點
か
ら
い
え
ば
、

「

商
备
本
の
獨
立
し
た
發
達
が
資
本
制
坐
產
の
發
達
程
度
に
逆
此
例
す
る
と
い
う
法
則

」
(

同
、
二
へ
七
：
S

と
し
て
集
約
し
う
る
。 

膽
け
旣
存
の®

價
値
を
目
當
と
す
る
歷
史
时
な
生
產
諸
體
制
に
た
い
し
：

P
.

分
解
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

「

し
か•
し
、、
'

商
業
が._
い.
.
.

か
な
る
程
度•
ま
.で 

舊
來
の
坐
產
樣
式
を
分
解
せ
し
む
る
に
至
る
か
は
、
ま
ず
舊
生
瘇
樣
式
の

•

麗

さ

と

！
^

的̂

^

の
い
か
ん
と
に
か
か
わ
る
。
で
、
こ
の
分
解
過
稚

?̂ 

'

ど
う
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
か
'

換
言
す
れ
ば
舊
來
の
坐
產
樣
式
に
代
つ
て
ど
ん
な
新
し
い
生
產
樣
式

^

^

現

す

る

，か

と

い

I

と
は
、■
舊
生
產i

 

,

そ
の
も
の
の
姓
質
の
い
か
ん
に
か
X

わ
る
こ
と
だ0
*

许
代
世f

お
い
て
は
、
商
务
の
作
用
と
商
人
資
本
'0

發
達
と
は
つ
ね
に
、
.奴
篇
經
濟
に
黧
し 

た
。
ま
た*

起
點
の
い
か
ん
に
よ
つ
て
は
*\

塵
的
坐
活
資
料
の
生
塵
を
目
當
.

と
す
るj

の
家
父
長
的
奴
隸
制
度
に
轉
I

す•
る
と
V

に
す
ぎ
ぬ
こ
と 

も
あ
つ
た
。

近
'ft

世
界
に
お
い
て
は->
そ
わ
が
資
本
制
生
產
に
結
果
し
て
.

ゆ
く
。

そ
こ
で
、
こ
れ
、/b
の
諸
結
果
そ
の
も
の
は
、
、商
品
資
本
の
發
達 

.ぃ

と
は
金
ズ
別
個
の
諸«

情
に̂

つ
て
制
約̂

れ
る
も.
の
だ
と
い
ろ
こ̂

に.
な
る」

：、

(

同
、
一
一
九〇
丨

ニ
九
一
页
ノ
。

,

「

商
人
が®

接
に
坐
塵
を
掌
握
す
る
。

こ
の
の
ち
の
純
路
は
:.
'…

，歷
史
伪
に
け
い
か
に
推
轉
し
し
て
作
用
す
る
と
は
い
え
、

そ
れ
自
身
に
お
い
て
け 

舊

來

の

生

產

囊

，を

革

命

ず

る

に

至

る

も

0

で
な
く
、
む
し
ろ$

れ
を
保
存
し
、
自
已
の
前
提
條
件
と
し
.

て
維
持
す4

そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
ば
十
九 

.

世

紀

、
の
中
葉
に
な
つ
て
も
、
な
、お

、

フ

ラ

ン

ス

の

諸

、工

業

、

ィ

イ

リ

ス

の

メ

，リ

ヤ

ス

お

よ

び

レ

丨

ス

エ

！

^

に

お

け

る

製

造

業

者

は

、

多

く

は

た

：̂

の
名
目 

上

の

製

鲁
■

る
に
す
ぎ
ず
、
現
實
上•ゆ
、
眾
な
る
商
人
に
す^

な
か
つ
た
。
か
れ
屢
議
た
ち
を
し
て
舊
來
の
分
散
な
仕
ル
で
篇
慕
續
せ 

,

し
め
、
惑
實
上
か
れ
自
客
た
め
に
勞
働
し
て
，い
る
と
れ
ら
、の
璣
屋
た
ち
の
ゼ
に
，、
商
入
と
し

'

て.
の.
支

赛」

け
，を
行2

」

，い
た
，
e
.

す
ぎ.
な
か.
つ
たj

,
 

パ
,

/
'
r

大
塚j

史
學
に
お
け
る.「

ニ
つ
■

」
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パ
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v
I
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l
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く
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/
'
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'
V
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1
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'
(「

鸷
ネ
論」

’

铬
ゴ
-5
、

*±
'
 

ニ
九i
!
u

M)

o

そ
し
て,

『

こ
の
や̂

方
は
ど
と
で
も
、‘現
實
的
資
本
制
生
產
方
法
ヴ
妨
げ
と
な
名
0

*
、で\

資
本
制
牛
|產
方 

法
が
發
達
ず
ん
に
し
，た
が
い
、
そ
水
甘
庳
城
に
顧
す
る

,0
4

れ.
は
生
塵
方
法
々
革
命
オ^.
J

A

J

&

v

o

nr
t.

裏
的
也
產
者
達
か&3

置
を
單
に
顆̂

せ
< 

'

,

-L

む̂

だ
け
で
あ
ヵ
ノ
か
れ
ら
お
评
資
木
の
下
に
直
接
に
從
屬
せ

^

^

ゝ
-

^

て
い
名
人
义̂

り
も
よ‘
り
不
岛
な
諸̂
^

の
下̂-
立
ク
單
な
る！
^

^

^
 

者
お
よ
'̂

プ
，ロ
レ
タ
リ
ア
ィ>

に
轉
化
せ
し.
が
、
舊
來
勿
坐
產
方
法
の
莪
礎
に
立
つ
て
•

か
れ
ら
の
剩
餘
勞
働
を
虫
有
す
る

」
(

同)
o

r.,
'.
LI
..\J 

:;

..
>.v
'
.
<
く

，
J
f 
.■
.-.
'.
■;,--'/..

1-
;
,
'
.
.
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ぐ.,
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：-
:'
. 

. 

.-■■(,
'

• 

' 

\ 

.

へ
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/
.」

以

上
に
お
，
い
て
、
‘マル
ク
ス
は
つ
ね
に
座
業
資
本
の
形
成

•

發
達
ミ
い
ぅ
前
向
き•の觀
點
か
ら
問
題
を.提出
し

.てい
る
。
こ

D#展
勺

見

.地に

.立
つと
き

*

產
業
資
本
商
業
資
本
と
は

」「

反
比
例」

す
る
、

と
い
、ぅ
の

.だ。
0-
ま
り
產
業
資
本
が
い
ま
だ
手
工
業
的
技
術

oJJ

に
立

.つて
お
り
、
野
鐵
な
中
世
的
諸
關
係.によ
つ
て
か
ら

•まれ
て
い
る
よ
ぅ
來̂
熟
な
發
達
段
階
に
お
い
て
は
、

‘商
業
資
本
が
產
業
資
卞

"小
營
業
に
た
い
し
て

「

獨
立
優
勢
的
に

」

發
達
し

-T
い
る
、

も
ち

.ろん

.その
支
配
は
高
利
貸>愦
權
奴

_ 

.
獨
占

*"
商

^
* 

■

ぁ

•
^
,

奪
’な
ど
によ
つ
‘

て

®
^
生
，
鹿

者

に

た

い

て
よ
り
破
廉
恥
な
‘

(

產
業
'*

本
よ
り
も)

搾
取
と
壓
•迫
と
を

加
え
て
い

る

、
、
だ

か

ら

と
い
つ
て

商
業
資
本
そ
め
も
の
が
，、
產
業
資
本
の
發
達
の
.どん
な

^*
階
に
お
い
て

’も、
そ

'っで
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
ま
た
、
そ-a
が
蜜
業
資
卞

«
* 

• 

. 

.
<

!■
. 

- 

-

.:

.
 

-

•

-
‘こ

..V 

- 

•. 

t 

- 

■ 

I
 

. 

.

.

.
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.
•
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.
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.
.
.ン

ニ

.
-
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- 

>
• 

♦
- 

.

小
營
業
の
そ
れ
以
上
の
發
展
を

「

阻
上
卜
す
る

r
反
動
性j
を
も
つ

‘
な
ど
と
は
い
え
な
い0
’
封
建
制
の
胎
內
に
お
い
て
自
成
的
に
^
成 

さ
れ

-？
)適業
本̂
の
發
達
を

..

「

，观
止」

し
壓

®す
る
も
の
は
、
谈
し
て
流
通
上
の

「

支
配
者J.

で

.■はな
"くし
：
て
、'生產
上
の
.
吏
配
す
な
は 

ち

®本
的
な
生
產
手
段

?:
る
土
地
の
所
有
紫
で
あ
る
。
封
建
的
大
土
地1と
•その
權
カ

fある
。
商
業
資
本
は‘產業
資
本
の
形
成
に
た‘

'いし
て

-.r
pi
l止
的」r

反
動
的

d
l
で

る̂

ど

こ

ろ

か

、
促

進

'^
で

あ

り

進

歩

的

で

あ

る
0
.
そ
れ
は
、
す
で
じ
の
べ
仁
と
を
り
論
理
的
に
&
歷 

史
的
に
も
資
本
制
生
產
の
不
可
缺
な
前
提
條
怦
戈
つ
く
る
。
な

、
そ
れ
は
露
上
に
機
能
す
る
資
本
に
す

,̂
ぬ
ゆ
え
に
、
舊

い

康

體 

制
を
腐
朽
さ
せ
破
壤
せ
し
む
る
こ
と
は
で
含
て
も
、
新
し
.い
生
糜

«式(
生
淤
力
と
也
淹
關
係
と
の
銃
一
と
し
て‘の

〕

を
削
，出
す
る
こ
と
は
で 

き
、
ぬ
，
、

せ

い

ぜ

い

技

れ

が

「

資

本

制

家

內

努

働

」

を

測

出

す

る

と

し

て

も

直

接

的

努

，傲

奢

達

を

1て「

舊
來
の
へ
分
散
的
な
仕
方
で
勞
勁
を

••
>

-
.
.
A
.
'
:
.
.
,
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r
-
.
.
.
v 
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/
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.
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'
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:
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;
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.
-
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_

繼
續
せ
し
め

」

、「

舊
來
の
生
產
様
式
の
基
礎
に
立
つ
て
剩
餘
勞
働
を
占
贺

」

す
る
に
過
ぎ
な

;̂
。
し
か
し

’ゎ
ル
ゎ
れ
は
、こ
の
よ
う
な
商 

業
資
本
の
小
營
業
者
に
た
い
す
る
最
高
の
支
配
勝
傭
は
、

「

歷
來
上
推
轉
と

b.
て
作
用
す
る

J

こ

と

，ぎ
ー
ー|1
す
れ
ば
、
そ
れ
が事
實

上

の

賃
 

勞
働
と
資
木
と
を
つ
、
く

り

、

マ

-
.
ユ
フ
ァ
ク

'チユ
ア
を
組
織
し-大
エ
業
へ
の
前
段
階
を
準
備
す
名
こ
と
を
忘
れ
て
は
尨
ら
な
い
。
だ
か
ら 

十
九
世
紀
の
口
シ
ア
の
工
業
に
つ
い
て
、
レ
ー
ニ
ン
は
つ
ぎ
の

よ

う
匕
の
べ

.
た
の
だ
！ 

~ 

'

「

家
内
制
次
坐
售
は

H

業
の
資
本
主
義
で
あ
る
。
と
こ
に
は
資
本
主
義
態
の

%*
bゆる
徵
表
が
現
れ
て
い
る^

—
©ち、
す
で
に
高
度 

の
發
展
段
階
に
あ
る
商
吟
經
濟
、
個'々の個
入
の
氛
へ
の
坐
產
手
皆
の
集
積
‘
自
分
の
生
塵
震
を
所
有
せ
ず
し
た
が
つ
て
ま
た
他
人
に
勞
働
を
給 

,

し̂
自

の̂
，た
め
に
で
な
く
資
本
定
の
た
め
に
働
く
多
激
の
勢̂?
に
た
い
す
る
收
奪
が
規
れ
て
い
る0
_
營
業
の

^
^
か
ら
み
て
、
_

制
大
坐
產
が 

純
然
た
る
資
本
生
韻
でIこ
；

V

は
明
白
で
あ
る

9大機
械
工
業
に
親
し
た
場<
H
の
家
內
制
大
生

®の，特
徵
は
、
技
術
が
發
達
し
て
い-ない
こ
と

. 

，

(

こ
れ
は
虫
と
し
て
跋
だ
し
く
低
廉
な
貨
錄1C
,表つ
て
說
叨
さ
れ
る

)

、
勞
働
溃
が
微
少
な
土
她
經
濟
を
亂
持
し
て
い
る
と
と
で
あ
る

」( 「
人
段
，の
反
と 

ば
何
ぞ
や

j- 对

譁
、
三
八

0
K
Y
ニ
資
本
制
坐
產
に
る

^
^
の
社
會
化
と
は
、
人
間
が

1.

つ
の
空
間
に
お
い
て^
!
^
す
る
こ
と(

こ
れ
は
こ
の
過
程 

'の一

4部
分
に
す
ぎ
，
な
い

〕

と
は
か

.ぎら
な
い

0それ
は
、
資
本
の
集
積
に
士.もな
つ
て
社
靠
勞
働
が^

g ：

化
さ
れ
、
料
え
ら
れ
た
各
產
業
部
門
に 

お
け
る
資
連
の
數
が
滅
少
し
、
特
殊
產
業
部£.
の
數
が

-樹大
す
る

dとで
あ
！

>̂c
/れは
、-
多
く
の
分
散
的
な
坐
產
過
程
が
融
合
し
て

一個
の
ii
:
# 

的
生
_
過
程
と
なA
と
と
で
あ
名
。：
；
.
.
今
や
よ
り

」

層
専
門
化
さ
、れ
た
各_業
,に
お
い
て

.は、
資

^
^
の
數
は
ま
す

^す減
少
す
る

Pこの
こ 

7は
生
間
の
社

^！§̂
^
が
ま
す

^す
|
^
に

.&
り
、
生
產
が
集
結
し
て
全

|

體
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る

」(

!§
]、
§£
mo»

。
-
 

さ
ら
に
レ
ー
二
ン
は
就
會
虫
義
の
大̂,
の
闘
串
と
い

-5
觀
點
か
わ
、
資
本
主
義
の
進
步
的
な

r

歴
史
的
使
命

」

に
つ
い
て'いう——

0 

.

.「

資
本
主
義
は
勞
働
を
社
會
化
す
る
と
同
時
に
、
過
程
そ
の
も
の

V メ力
ニ
プ
ム
に
よ2/
\『勞
猶
者
階
級
を
敎
育
し
、
、
統

 
一

■し、
-羅し』

、
P 

す
る
こ
と
を
敎
え
、
勞

響

鍵

，の

『

15
C抗』

を

■化
しf

收

馨

^，收
Sす
る
た
必
、
政
權
を
叢
す
る
た
め
、
まt生產
手
段
を

「

少

馨 

收
嘴
者」

，の
手
よ
り
全
、
社
會
の
手
杧
移
す
ベ

7<
\こ
の
售
售
を
收

f

ず
る
た
め
、
勞
働
者
赠
級
を
統
合
す
る
、の
で
あ
る
が

( 〔

資
本
論

」〕

、
、
マ
•
ル
ク 

ス
は
で
の

>と
の
中
に
費
本
主
義
の
進
步
的
，*素行
爲
を
見
出
し
た
し
バ
同
、
宄.五ニ
茛〕

°,
し
か

1、
,

「

何
の
だ
め
に

'

_

^とレ
ー

ニ
ン
，は
ナ
ロ

 

] 

ド
ユ
キ
々
批
判
し
つ
人
い
う—こ
^,『

使
命』

を
エ
潘
努
働
诸
の
數
に
、で
つ
，，
て
判
氣
す
る
の
か

?.
孓
ち
，
ろ
ん
、
プ
、
ロ
レ
タ

>ア
ー

卜

め

蒸^
 ̂

;/
‘ 

E

大
獄3

成
學

£
,
小

る「U

っ
の
遛

j  
‘
ぐ

、

i
'
' 
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s
@
5
、



rl
，
 

f- 

/ 

1/ 

? 

•

み
ノ<
. 

4
 
,
«
r

 

V 

r 

- ■
1 

V- 
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f

,が
、

^場努
韻
者
の
數
ノ\勞働
者

-の1
か
れ
あ
の

^
^
程
货
等
に
食
取
す
る
こ
仁
に
は
議
論
は
な
い\’
し
か
し
、、
す
べ
で
こ
の
よ>•)
/な點
太>.
資 

,̂'
虫
顏
のf

統一

妳
意
顏』

-を11
:場勞
働
乾
の
數
に^
^
せ
し
め

'̂
と

\>
^

)

こ

-̂
*1£
當
化
す
る
も
で̂
は
な
い

」(

同

*?
五
六
四

1
2
0
0

そ
し
て
、
さ
：
 

.

.
’

ら
⑷；r
手h
檠
，
の
帮
及
と
共
に
、
、
各
地
方
の

'農民
は
：そ
く
ぞ
く
と
現
代
の
エ
策
靈
の
中
へ1き匕
衷
れ

'%
手

n業を
'f'てか
農
叢
地
方
の
と
の 

,、
命
化
ば
ハ
が.つてV
ギ
リ
ス
及
び
フ
ラ
ン
ス
ゼ
お
い
て
行
ね
れ
た

4

0*
も
，は
る
か
に

■大な
ざ
廣
さ
に
わ
た
つ
て
、
，ド
ィ
ッ
^
產
業
素
を
擴
丸
史
し 

，
む
を
の
で
あ
る
。
と
の
ご
と
に
よ
，
つ

T
V
,
ィ

ギ

/i
jス缸
よ
び

> ラ
ン
ズ
と
は
反
對
に
ド
ィ
ッ
に
，お',
い
て

f的
1
.
が

>>
何

^
^
も
つ
ば
ら

i的
中 

.
-
.

心
地
は
通
さ
九
ず
に
、^
2
の

^观炎
$さ尤
れ
た
つ
，て
加
く
も
冇
カ
に
普
及
し
た
か
タ
說
明
せ
ら
れ
名
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
こ
の
の
平
靜 

'な
、

-5
M同な
、
管

べ4
ら
ざ
る
也

^
^
晚
湖
す

^
^
ル
都
市
め
大
多
數
お
よ
次
農
黯

か̂
大
部
^
が
變
革
の
だ
め
に
成
熟
し
た
時
に
初
め
て
首
都 

:士よ
-̂
他
の
大

#
1
£
に
お
け
る#利
あ

>
^
:
赴
が

|
5
微

'>
る̂
で

%ら
ぅ
，と
上
は
、lK
ィ
ッ
に
お
い
て
は
明
aの
理
で
あ
る

」CH
、

ン
ゲ
，
ル

ズrrf
e培 

fl
u題
，S文
：>>
と
い
，
ぅ
パ
ソ
ゲ
ル
ス
の

.>
芝

'ばを
引
き
つ
、

r 『

資
本
主

_の
統
，

(

的
！

|,
義』

•
は
，か
り
で
な
く
、

さ

ら

に

簿

運

動

の

成

^,
が
、
：
.
工
場 

勢
働
卷
の
數
の
み
に
依
存
せ
ず
に
妒!1
:
_め數
に
も
依
存

1.
そ

'いる_
( 「

人
段
の
友
与
は
何
ぞ
や

」

、

£'
ハ
ガ
頁

〕

と
結
ん
で
い
る
タ 

'

封
建
、制
坐
產
様
忒
がb資
本
制
坐
產
様
式
べ
の
轉
北
の?:
め
の

'歷处
的
諸
修
件

• 

~

と
く
に

.封建
的
大
土
地

i

有
の
晦
本
的
か
つ
徹
底
的

-
V
.
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-
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.'.

〔

•«
掃」

；

-
.
^
^
^
.

へ

'
^
れ
：；
.：
^
辑

ぅ
經
路
、

「

問
屋
制
家
內
ユ
業

-̂
の
敗
態
は「

廢
滅
に
歸
す
る

」

こ
と
は

I然
で
あ
，る

.。し
か

し

、
資

本

家

階

級

が

封

建

的

大

地

主

と

、妥
協 

し

*そ
の
本
質
に
お
い

1封建
的
地
'主
的
な_主
義
國
家
權
力
が
產
業
廣
本
の
發
達
を
自
ぼ
の
利
害
亿
#
®
せ
し
，め

Mlt
せ
し
め
よ
、？ 

4す
る
と
こ
ろ
に

-おい
て
は
、
チ
し
フ‘ 

•
.

レ
乂
バ
ナ
お
よ
び
、
努
働
者
と
微
細
な
土
咖
經
濟
と
の
結
合
を
前
提
と
す
る
、

「

問
屋
制
家
內
工 

業」

が
廣

に̂
殘
存
せ
し
め
ら
れ
、
、
そ
の
ま
ま
大̂

1本や
獨
占
資
本
の.ため
の
瓦
大
な
生
產
機
權
に
轉
化
せ
し|れ
る

。'-
:
:
.

い
ず
れ
に
し
て

.
^
、
こ
の
道
，は
賛
勞
働
を.つく
及
、
大
エ
藥
へ-の道
を
準
備
す
る
點
で'

「

歷
史
上
ヒ
推
轉
と
し
て
作
用
す
る

」

の
せ

4

，
る
。

.

，
.

：
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> 遨
.«
資
本
お
よ
び
商
業
資
本
の
內
面
_

關
に
?3
,い
す
るr

大
隹j

史

學

の

右

の

よ

、
ふ

誤

り

、

こ

の

狹

義

の

經

濟

學

玉

の

誤

戰

は

.さ
ら
に
廣
義

S濟
學
上
の
、
從
つ
て
贊
の
運
動
法
則
そ
の
も̂に
た
ぃ
す
る
精
神
主
義
を
座
ん
で/ぃる
。
流
通

=

前
期
的
資
木

. 

の
蓮
動
を

_
“
か
業
資
本
の

_
運
動
か
ら
き
り
は
な
レ
て'とり
ぁ
つ

*>
ぃ
、
德
通

.̂
中
に

動̂
の

‘法則そ
れ
が

「

阻止

」

的で

^
 ̂

「

保
守
的」

で
あ
れ
：

—

が
あ
る
か
の
よ
う
に
私
夫
て
い
ゐ

「

大
塚

.

J

史
學
は
、
產
業
資
本
の
自3-
運
^
を
產
業
資
本
と
商
業
資
本
と
の
交 

互
作
用
と
し

P

し
ま
う
。
氏
は

_資
本=

資
本

L
中

.に眼
高

け

"資本
襄

Q
i運動Q

麗

カ

I
Q中に
內
#
す
る 

寒
，本
的
矛
盾

•敵對
的
蒙
に
求

tこ
と
が
出
来
々
ぃ
。
逆
に"氏
は
讓
の
原
，動
力
を
そ
れ
に
と
つ
て
外
部
的
な

「

第
三
者」
.對
立

-

-

ぐ
■.て
..
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物
の
統
一
者
に
求
め
る。
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■
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、
.、

つ

?:
ぃ
、

‘氏は
侗
別
的
ぎ
業
資
，ま
來
に
、と
ら
わ
れ
て
ぃ
る
:̂
ゅ
ぇ
じ
、

.資本
主
義
的
生
產
關
係
顧̂
々
の
資
本
，家
の
目
的
で
义
る.'

「

營
利j

に
，現
象
化
す
，I共
に

、
，
資
本
主
義
的
生

‘產カ
を
そ
の
目
的
を

k

現
す
る
た
办
の
手

&

と
し

2疼
術

*經營
に
一
面
化
し
てV 

ま
、

-̂
-氏
は—

こ

の
«3
;
.、？
に
き
り
は
な
じ
で
し
ま
つ
た

「

生
產
關
係」

じ
つ
は「

營
利」

と

、

「

坐
產
力」

じ
つ
は
マ
二
 
‘ュ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
技 

#と
を
；

C

各
す
るU

め
に
、、

「

第
コ
ー‘者」

に
た
よ
ら
ざ

-るを
か
な

'ぃ0そ
し
て
、

3吹絮J

史
學
が
一
般
的
に
個
別
的
資■5
^
.
の

:
地̂
に

'
4 

ら
ば
れ
て
い
る
の
み
で
な
く-; 

g

殊
的
に
は
小
商
品
在
產
者
な
い
し
マ
ニ
ュ
フ.7
*クチ
.ュア
資
本
家
、
す
な
は
ち
氏
の
い
わ
ゆ
る

「

中
鹿
的 

■層」

の

*

<

不
安
な)

動
搐
的
，地
位
を
反
映
し

K

ぃ
る
か
ぎ
り
、

：

ず
場
と
の
關
侨
に
お
ぃ
て
絕
ぇ
す
分
解
し•
つ
.つ
ぁ
る
崙
品
生
產 

の
地

を̂
、
全
商
品
經
濟
體
，制
の
見
地
か
ら
替
察
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

か

§,商業
廣
本
ひ
獨
あ
的
支
配
を
非
難
し
呢|1
し
つ
：
つ
る̂

：. 

と
共
に
，'永
遠
ひ「

精
神」

-にて
の
魂
の
救

.濟を
汆
め
ぎ
る
を

#な
い
。
、
 

•

, 

,

'
、
.•

二
の

.よう
な
發
展
レ
流
歡
し
て
业
ま
ぬ
資
•本
主
義
社
會
に
た
い
す
る
個
別
的
現
象
的
見
地
と

 

> 
-
し
れ
を
安
定
し
固
定
化
し
よ
う
と
す
る 

■小ブ
-
t
ゾ
ョ
ナ
的
觅
地
と
は

T

營
利」

':
と

を

r

精
神>

「

偷
澠

'

」

，
を
媒
介
之
す
名

「

主
體」

'とぃ
，
う

個

人

的

現

象

の

、

iに 

■，一
，
せ
し*
^
る
の
で
あ
る
。il
\氣
的
な

6の
、
を

本

質

的

な̂
-
の
に
，
還
ー
兀
し0
#
‘
に
柚
象
的
な
も
の
か
ら
具.^
|的な
も

の

を

罕
#*
成
す
る
と 

rriif

け

る
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.いう
ブa-
セ
ス
ベ

，
現
象
的
な
も
ゐ
そ
そ
の
ま
ゾ
美
型
化
し

C
「

逝
代
，的
人
間
類#

j)

固

化̂
し

-̂:
r現象
を
詳
細
に
記
述
し
物
語
る
と.

.いう
ブ

“
<スと
，は
異
つ
て
い
る
ー

「

太
塚i.

次
學
が

>「中
產
的
生
產
者
辱

」

と
い
う
、

.
fかじ
め
の
資
本
制
_

の
凇
質
を
理
解
し 

目
的
と
手
段

^を
ら̂
か
：

o

め
銃
制
的
意
志
の.もと
に
銃
ー
、
し
て
'いる
わ
、フ
な
、

「

理
想
的」

な「

人
間
類
型」

を
つ

‘ぐり
出
し
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資
本
制
坐
產
を

「
推
進
す
る」

ど
い

.うふ
う
に
、
資
本
主
義
世
會
の
發
展
を
敍
述
す
る
と
.き、jg

者
は
具
體
的
な
も
の
、と
現
象
的
な
も
の 

と
浪
同
し
、

'，/のよ
う
なr
大
塚」

臾
學
の
溆
述
が
何
か
唯
物
安
觀
よ
り
も
ヨ
リ
'具
體
的
で
あ
る
と
い
、ジ
よ
う
な
錯
覺
に
お
ち
い
つ
て
し
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言
す
れ
ぼ

' 生
產
者
自
身
の
•努

働

に

立

脚

し

た

私

廣

Q

解
體
を
意
味
す
る

」

；

X
5本論J 、

笫

s
>下(>
，
セ
五
五
頁

〕

、「

こ
の
收
奪
は
一
連 

の
暴
力
的
方
法
を
包
含
す
る
も
の
で
：あ
つ
て
、
そ
の
中
の
割
時
代
的
な
も
の
だ
：

bを
，、
，
わ
れ
れ
，れ

は

資

本

CD
原
始
阶
蓄
積
の
方
法
と
し
て

考
察
し
た
の
で
あ
る
。
直
接
的
生
產̂

^らの
•

(
生
產
：キ
段
ぉ
よ
び
活̂
資
料
'の-
0
3
收
奪
は
、
無
慈
悲
ぎ
わ
ま
る
览
暴
を
も
つ
て
、

も
つ
ど

•
も
恥
ず
べ
き
、
，も
つ
へ
と
も
醜
惡
宄
、
も
つ
と
も
卑
劣
に
し
て
忌
わ
し
き
慾
念
の
衝
動
の
下
に
遂
行
さ
れ
た
。
己
れ

Sc

身
の
-努
力
に 

■よつ
て
ぇ
た
と
こ
ろ
、の
、
い
わ
ば
個.々獨
立
し

?;
勞

'雷體
と
か
れ
の
务
働
條#.
と
、の
挪
合
に
立
脚
す
る
と-ころ
の
私
有
は
-
他
人
の
形 

试
的
に
启
由
な
努
働
の
搾
取
に
立
脚
す
る
と
こ
ろ
の
資
本
制
、例
、
私
有
に
よ

.つて
驅
逐
，さ
れ
る

j

ハ
同
、
七

!̂

pH—

I
S
O
■
か
く
て
，マ
ル
， 

タ
ス
は
の
べ
た
、

「

資
本
制
坐
產
方
法
の'
 IT

永
遠
の
自
然

#

』

を
展
用
せ
し
め
て
、^
^者と
勞
働
條
件
と
の
分
離
過
程
を
完
成
じ
"

一
灰 

の
極

.
に
卞
い
で
は
社
會
的
の
生
產
手
段
お
よ
砂
坐
活|»
料
を
資
本
に
轉
化
せ
じ
め
、
他
方
の
極
に
お
い
て
は
民
衆
を
賃
勞
働

(

近
世
&
の 

一
爾

^
^
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^
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«
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f叔
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f
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編
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と
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方
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頰
に
生
來
.の
血
痕

を

お

び

て

こ

の
世

に

來

■

り
た』

I

の
で
ぁ
い
と
ザ
れ
ば
、
資
本
は
頭
の
天
邊
文
足
の
爪
尖
に
、卜
た
る
す
ベ
て
办
ー
ヵ
孔
か
ら
血
と
，范
物
と
を
滴
ら
し
つ
つ
こ
の

f

に
來
た
つ
た

2ぃ
ぇ
る
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七
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こ
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れ
に
反
レ
て
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犬
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史
學
に
お
ぃ
て
は
、
資
本
は

H

業
と
農
業
と0 ;

生
產
者
を
生
產
條
件
と

「

の

.

i

幸
福」

'
な
結
合
と
し
て
力
す 

か
す
の「

德

^

」

の
に
茂
手

2し
て

^
^
さ
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